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Purpose & Vision 


Purpose 


世界 中 の 意 記 あ る 仲間 と 
ARE HBTS 


従来 型 の 資本 主義 に と ら わ れず 

未来 基点 の 知 的 資本 型 社会 を 実現 する た め に 、 
世界 中 の 意志 ある 人 材 を 突き 動か し 
Willpower の 森 を 形成 し 、 

豊か で 無限 の 可能 性 を プレ ー ク スル ー す る 
未来 共 創 エディ ター・ リ ー ダ ー と な る 


Vision 

未来 ・ 社 会 に こつ て 
必要 と され る 潜在 意義 を 紡ぎ 出し 、 
人 確か な 価値 を 顧客 に 届け る 


自ら 未来 ・ 社 会 に と つて 必要 と され る 潜在 意義 や イニ シア チズ 
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Group CO 〇 が か がら の メッ セー-> 


多様 な バー トナ ー と 共 


ょ に 歩む 


[ICMG Group」 と し て の 新た な 航路 


ICMG Group は 今 、 大 き な 飛 躍 を 遂げ て いま す 。 
国内 外 の 多様 な を パー トナ ー と 共に 、 グロ ー バ ル 視 
点 の 変革 を デザ イン する ICMG Next, 投資 に よっ 
て エコ シス テム を 共 創 する ICMG Ventures, デジ 
タル 革新 を 担う ICMG Digital. 共 創 世界 の 実現 
の た め の ICMG Impact な ど 、 社会 実装 を 実現 す 
る た め の さ ま ざ ま な 事業 が 立ち 上 が り 、 これ まで の 
ICMG か ら 「ICMG Groups へ 、 大 き な 一 歩 を 貴 
み 出 し て いま す 。 私 も 2024 年 6 月 より 代表 取締 役 
社長 Group COO に 就任 し 、 ICMG Group と し 
て の 新た な 航路 を 皆さま と 共に 歩ん で いき ます 。 


私 た ち は 創業 か ら 一 買 し て 、 知 的 資本 経営 を ペー ス 
に 戦略 構想 の 先 に ある 実装 まで クラ イア ント と 共に 
プロ ジェ クト を 完遂 し て きま し た が 、 近年 、 企 業 を 取 
り 巻く 環境 や 直面 する 課題 は 複雑 且つ 高度 化し て い 
ます 。 私 た ち は ク ライ アン ト と 共に 社会 課題 を 解決 
する こと は も ちろ ん 、 さ ら に 未来 を リー ド し て いく 存 
在 で ある べく 、 UX デザ イン や エン ジニ アリ ング 、 ペ 
ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル な ど 、 グロ ー バ ルレ ベル で サー 
ビス ライ ン の 拡充 を 行っ つて きま し た 。 現在 、 私 た ち 
の パー パス に 共感 し た グロ ー パ ル タ レ ント が 世界 
各地 か ら 集 結 し 、IDEO や Microsoft, Google, 
Apple の 米国 本 社 に て 数 々 の 実績 を 積ん だ プロ ダ 
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クト デザ イナ ー や エン ジニ ア が 続々 と ICMG Group 
に ジョ イン し て き て いま す 。 この よう な グロ ー バ ル タ レ 
ント の 参画 は 、 多様 な 価値 観 を 持つ メン バー と の 共 

創 関係 を 構築 し 、 クラ イア ント に 対す る 実践 的 な ワー 
クス タイ ル の 変革 体験 の 提供 に 繋が つて いま す 。 


ICMG Group は 、 これ か ら も グロ ー バ ル に 事業 を 
展開 し て いき ます 。 これ まで 、 シン ガ ポ ボール と 東京 を 
ハブ に イン ド や 東南 アジ ア に 事業 展開 を し て きま し た 
が 、 今後 は 中 東 や アフ リカ 地域 に も 事業 を 拡大 し て 
いき ます 。 極東 の 日 本 に お いて 、 オポチュニティ は 西 
に 広がっ て お り 、 その 中 で も グロ ー バ パル サウ ス は 注 
力 領域 と な つて いま す 。 グ ルー バル で 活躍 する 起業 
家 た ちと 強い 絆 を 築き 、 日 本 各地 に 本 来 存 在 す る さ 
ま ざ ま な 価値 と 有機 的 に 繋ぎ 合わ せ 、 新た な 価値 を 
生み 出し て いき ます 。 また 、 ICMG Group が グロ ー 
バル ファ ー ム と し て 最 先端 の 知 的 資本 経営 を 推進 す 
る た め に 、 ダイ パー シテ ィ ・ エ クイ ティ & イ ンク ルー 
ジョ ン の 促進 に も 力 を 入れ て いま す 。 現在 、 業界 最 
高 水準 の LGBTOIA+ サポ ー ト を Microsoft 米国 本 
社 の Director of Product Design & Research, 
Frontline Studios GM で あつ た Ana Arriola- 
Kanada が リー ド す る ICMG Next で 開始 し て お り 、 
2025 年 か ら 全 グ ルー プ に 展開 予定 で す 。 


般 橋 元 
ICMG Group, Group COO ; 
oa oooh 


ICMG 代表 取締 役 社長 


大 き な 成 長期 に ある ICMG Group に お いて 、 

私 は グル ー プ の リー ダー と し て 、 社 内 外 の ステ ー ク ホ 
ル ダ ー の 皆さま 全員 が 、 情 熱 を 持つ て パー パス の 実 
現に 向かっ て 走る こと が で きる よう 全力 を 注ぎ ます 。 
人 が 夢中 に な っ て 何 か を 生み 出 そ う と する と き 、 そこ 
こ 情 熱 や 好奇 心 が 浴 れる と き 、 人 の 力 は 何 倍 に も 大 
きく な り ま す 。 これ まで も これ か ら も 、 ICMG Group 
に と つっ て の 成長 ドラ イ バ ー は 間違い な く 「 人 」 で あり 、 
強い 信念 と 意志 「Willpower」 の 力 を 信じ る こと は 
創業 当初 か ら 変 わ つ て いま せん 。 今後 も 新しい タレ ン 
ト が ICMG Group に ジョ ヨイ ン し て いく 中 で 、 SES 
まな カル チャ ヤー や パッ ク グ ラウ ンド を 超え て 、 新しい 
シナ ジー が 次 々 と 起こ り 、 活発 な 対話 の も と 価値 食 
造 が 行わ れる 場 を 創り あげ て いき ます 。 


これ まで 培っ た 知 的 資本 「Intellectual Capital] 
を ペー ス に 、 国 内 外 の パー トナ ー と 共に 「 実 践 者 」 
で あり 続け る ICMG Group に ご 期待 くだ さい 。 


知 的 資本 経営 


知 的 資本 経営 モデ ル 


果実 
非 財務 成果 / 
財務 成果 


価値 創造 
プロ セス 


根 
知 的 資本 


a 


2000 年 の 創業 以来 、 私 た ち ICMG Group は 、 そ の 名 の 通 
り 、Intellectual Capital Management= 知 的 資本 経営 
を 実践 し て きま し た 。 知 的 資本 経営 で は 、 企 業 ・ 組 織 の 活 
動 を 「 木 の 生態 系 」 に な ぞ ら えま す 。 


価値 ・ 成 果 【 果 実 】 を 創る に は 、 知 的 資本 (人 的 資本 、 
組織 資本 、 関 係 資本 ) AR) を 見 える 化し 伸ばす こと 、 

そし て 、 そ れ を 価値 ・ 成 果 に 結び つけ る 価値 創造 プロ セス 
【 幹 】 を 創り 出し 実践 する こと が 必要 で す 。 そ の 生き 様 を 通 
じ 、 生 態 系 に イン パク ト を も た らし 、 共 生 す る こと で 、 社 会 と 
共に 持続 的 成長 ・ 発 展 を 実現 する と いう 考え 方 で す 。 
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Purpose 
社会 共通 善 


ご 


これ は 、 昨今 の 統合 報告 の 流れ 、 IIRC (International 
Integrated Reporting Council) の 国際 統合 報告 フレ 
ー ム ワー ク (2013 年 ) の 価値 創造 スト ー リ ー と 同じ 考え 
方 で す 。 


私 た ち は 、 企 業 ・ 組 織 の 価値 創造 を 、 知 的 資本 経営 の 考 
え 方 に 基づき 、 先 能 的 に 取り 組み 、 実 践 百 に より 、 高 度 化 
し て きま し た 。 知 的 資本 経営 の 実践 的 方 法論 で ある 4D 
サイ クル を 駄 使 し 、 企 業 の 持続 的 成長 ・ 発 展 を 支援 し て 
いま す 。 


Human Capital Creation 
人 的 資本 か ら の 価値 創造 
「 人 的 資本 」 を 起点 と 捉え 、 価 値 創造 を 実践 する 


私 た ち は 創 業 以 来 、「 全 て の 価値 は 人 か ら 生 み 出 され る 」 
を 経営 の 根幹 に 据え て 事業 を 行っ て いま す 。 人 材 は 損益 
計算 書 上 で は コス ト と し て 計上 され ます 。 し か し 、 人 材 こ そ 
が 価値 を 生み 出す 最大 の 資本 で す 。 バ パラ ンス シート に 表 
れ な い 「 人 的 資本 」 を 価値 創造 の 起点 と 捉え 、 人 材 力 を 高 
め 、 成 果 に 結び つけ て いく こと こそ が 企業 の 持続 成長 に と 
つて 最も 重要 で ある と 考え 、 実 践 を 通じ て 社会 に 浸透 させ 
て きま し た 。 


私 た ち は 企 業 活動 を 木 の 生態 系 に な ぞ ら えて いま す 。 木 の 
根 に あたる 人 材 や 組織 の 持つ 強み を ビジ ネス モデ ル に 活 
か し 、 実 践 する こと で 「 果 実 = 価値 ・ 成 果 」 を 生み 出し 、 企 業 
の 持続 成長 と 社会 価値 の 創出 を 実現 する こと を 生業 と し 
て きま し た 。 こ れ が 、 木 の 絵 の 「 下 か ら 上 」 の 流れ で す 。 


人 材 が 力 を 発揮 する こと は 、 企 業 に と っ て 重要 で ある こと 
は も ちろ ん 、 そ の 人 の 人 生 に も 大 き な 意 味 を 持ち ます 。 リ 
ー ダ ー の 軸 ・ 思 い ( 意 志 ) = Willpower を 磨き 、 実 践 智 へ 
と 昇華 ・ 覚 醒 さ せ 、 行 動 を 支援 する こと で 、 社 会 実装 に 撃 
げ 、 価 値 あ る 成果 を 生み 出し 続け る 。 こ れこ そ が ICMG 
Group の 価値 で す 。 私 た ち は 、 こ れ か ら も 人 の 価値 を 信じ 
「 人 的 資本 か ら の 価値 創造 」 を 支援 し て いき ます 。 


知 的 資本 経営 実践 的 方 法論 見 出す 
知 的 資本 の 見 える 化 


Discover 


Co-Creation and 
Investments for Society 


社会 価値 の 共 創 


社会 共通 善 の 実現 ・ 社 会 課題 解決 に より 、 
社会 イン パク ト に 繋が る 価値 を 共 創 し 、 実 装 する 


個 社 に 閉じ た 企業 の 価値 創造 や 持続 成長 に は 限界 が あり 
ます 。 私 た ち は 個 社 の 企業 ビジ ョ ン を 超え た 、 社 会 パー パ 
ス が 重要 で あり 、 そ の パー パス を 再 定義 し 、 実 践 を 進め て 
WES. 当社 で は 、 以 下 の 3 つ を パー パス アジ ェ ン ダ と し て 
定義 し まし た 。 


ー Digital Transformation : 
人 と デジ タル の 協 働 社 会 の 実現 


— Social Transformation : 
新た な 社会 エコ シス テム の 構築 


— Green Transformation : 
脱 炭 素 社会 に 向け た 行動 イノ ベー ショ ン 


人 的 資本 か ら の 価値 創造 と いう 「 下 か ら 上 」 の 流れ に 加え 
て 、 社 会 共通 善 や 社会 課題 と いう 観点 で ステ ー ク ホル ダ 
ー を 集め 、 何 が で きる か と いう 「 上 か ら 下 」 の 流れ で 企業 を 
捉え る こと も また 、 重 要 な こと で す 。 私 た ち は 、3 つ の パー パ 
ス ア ジェ ンダ を 社会 実装 する 企業 と し て 、 自 ら 事 業 を 展開 
し て いき ます 。 また 、 そ の 実践 智 を も と に 、 共 創 プ ロジ ェ ク 
ト 推 進 と 、 日 本 お よび イン ド を は じ め と する アジ ア の スタ ー 
ト ア ッ プ へ の 投資 に より 、 企 業 の 「 社 会 価値 の 共 創 」 を 支援 
し 、 持 続 可 能 な 社会 の 実現 に 貢献 し て いき ます 。 


知 的 資本 経営 と 4 D サ イク ル を ペー ス に 、 

「 人 的 資本 か ら の 価値 創造 」、 お よび 「 社会 価値 の 共 創 」 
を 実践 し 、 知 的 資本 経営 実践 の 第 一 人 者 と し て 、 

世界 中 の 意志 ある 仲間 と 未来 を 共 創 し て いき ます 。 


伝え る 4D 描く 
ステ ー ク ホル ダー サイ クル | Design | パー パス デザ イン 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 


実践 する 
価値 創造 の 実践 


戦略 フォ ー カ ス 


Willpower の 森 生態 


Social Transformation 
新た な 社会 エコ シス テム の 構築 


地域 の 社会 課題 解決 を 深化 。2024 年 、 
地域 経済 の 循環 モデ ル を 構築 する 場 と 
し て 富士 山 フュ ー チ ャ ー セ ンタ ー を 設 
立 。 産 官学 を 中 っ た 共 創 活動 に より 、 
より 持続 的 且つ 本 質 的 な 社会 実装 を 
拡充 する 。 


Digital Transformation 
人 と デジ タル の 協 働 社会 の 実現 


昨年 の ICMG Digital 設 立 に 加え 、2024 
年 に ICMG Next を 設立 。 デ ジタル ソリ ュ 
ーション 、 デ ザイ ン 、 エ ンジ ニア リン グ な 
ど ICMG Group と し て の 力 を 結集 し 、 
パー パス ・ ビ ジョ ン ・ 経 営 戦 略 の 策定 か ら 
実践 ・ 実 装 ま で を 一 貫 し て 担い 、 革 新 的 で 
新しい 価値 を 提供 する 。 


トリン > ee 
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Green Transformation 
脱 炭 素 社会 に 向け た 行動 イノ ベー ショ ン 


急速 に 進む 地球 温暖 化 を 食い 止め る た 
め 、Direct Air Capture 技 術 (DAC) を 
リー ド す る Aircapture 社 と の 業務 提携 
を 新た に 締結 。2030 年 に 6 万 トン ノ 年 
の CO, 回 収 に 貢献 する こと 、 ま た 2024 
< て 2026 年 の 期間 で ネガ ティ ブ エ ミ ッ シ 
ヨン 10 プ ロジ ェクト 以上 の 社会 実装 を 
実現 させ る こと を 目標 に 、 国 内 外 、 産 官学 
の パー トナ ー シ ッ プ を 広げ 、 人 類 に 課さ 
れ た 難問 解決 に 取り 組む 。 


Human Capital Creation 
人 的 資本 か ら の 価値 創造 


企業 の 成長 ・ 発 展 に 留まら ず 、 社会 に と っ 
て 価値 ある も の を 創り 出す 真 の リー ダー 
を 募 出 。 パ ー パ ス ・ ビ ジョ ン ・ 価 値 創造 の 
実践 に 資す る 、 人 の 智 と 軸 ・ 思 い を 磨く 。 
海外 を 舞台 に し た プロ グラ ム に も 一 層 注 
力 し 、 よ り 広い 視野 で 社会 価値 を 共 創 し 、 
価値 ある 成果 を 生み 出し 続け る 。 
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METEREN 


つく り だ す 


<2 Investments 
x 9 for Society 


Co-Creation for Society 
次 代 を 担う 共 創 プロ ジェ クト 推進 


次 の 社会 を 創る 起業 家 へ の 支援 と 大 企 
業 の CX(Corporate Transformation) 
を 生み 出し 、 両 者 の 加速 度 的 成長 を 支 
援 。 戦 略 を 作る だ け に 留まら すず 意 志 
る リー ダー と ステ ー ク ホル ダー を 有機 
的 に 繋ぎ 合わ せ 、 実 装 ま で 共に 歩ん で 
いく 。 


Future Center 
意志 ある 仲間 が 集い ・ 繋 が り ・ 共 創 す る 


組織 や 地域 を 越え て リー ダー リー ダー た 
ち が 集 い 、 繋 が り 、 共 創 す る コミ ュ ニ ティ 
を 構築 。 社 会 や 企業 変革 の 共 創 ・ 実 践 型 
プロ グラ ム や 、 大 企業 ・ ベ ンチ ャ ー・ 地 域 
企業 ・ 社 会 起業 家 な どの 経営 / 事 業 / 人 事 
リー ダー と 新た な 社会 価値 を 

共 創 し て いく 。 


Investments for Society 
グロ ー バ ル 投 資 か ら の 社会 価値 創出 


ICMG Group の ファ ンド 運用 額 は 累計 
100 億 円 を 超え 、 投 資 を 通じ た 地域 の 
エン パワ ー メ ント や 、 日 本 企業 と の 共 創 、 
スタ ー ト アッ プ エ コ シス テム の 構築 な ど 
を 実現 。 こ れ ま で の 東南 アジ ア 、 イ ンド か 
ら 舞 台 を さら に 拡大 し 、 中 東 や アフ リカ 
を 含む グロ ー バ ル サ ウ ス の ネクス ト ユ ニ 
コー ン 企 業 と 日 本 企業 の 共 創 機会 を 
創造 し て いく 。 


特集 : ICMG next 


ICMG Next Mission 


構造 的 な 社会 課題 に 対し て 革新 的 な 
ソリ ユー ショ ン を 提供 し 、 日 本 の 未来 を 形成 する 


2024 年 1 月 、 ICMG Group は ICMG Next を 設 
立 し まし た 。 あら ゆる 人 々 に イン パク ト の ある ビジ ネ 
ス を 届け る こと を ビジ ョ ン と し て 据え 、 社 会 課題 に 対 
し イノ ベー ティ ブ な 解決 策 を 提供 する こと で 、 日 本 社 
会 の 中 長期 的 成長 へ 資す る こと が 私 た ちの 使命 で す 。 
日 本 の 未来 を 描く 複数 の パー トナ ー と 共に 、 社 会 的 意 
義 の ある ビジ ネス を 生み 出し 、 インキ ュ ペ ー ト し ます 。 
私 た ちの チー ム は 、 数 十 年 に お よぶ デザ イン 業界 経 
BRC. 確か な 実績 を 持つ 精鋭 メン バー に より 結成 さ 
れ ま し た 。 それ ぞ れ の 業界 に お いて 革新 的 な 思考 と 


意志 を 持つ 社内 外 の プロ フェ ッ シ ョ ナル と 繋が る こと 
T, パー トナ ー の 期待 を 超え る 質 の 高い 成果 を 届け 、 
社会 に 見 える 形 で 価値 を 創出 し て いま す 。 

さら に 私 た ち は 、 日 本 に ポジ ティ ブ な イン パク ト を 生 
み 出 す と いう 共通 し た 情熱 の も と 、 新しい デ ザイ ン 
スタ ジオ と し て 活動 を 開始 し まし た 。 従来 型 の 経営 コ 
ン サ ル テ ィ ン グ を 超え 、 プロ ダク ト デ ザ イン 、 エン ジ 
ニア リン グ な ど 数 多 の 分 野 の 既成 概念 を 越え て いく 


集団 と な り 、 デザ イン プロ セス や デザ イン シン キン グ 


の 力 を 通じ て 新た な 価値 提供 を 目指 し て いま す 。 


私 た ち が 信 じ る 
イン タラ クシ ョ ン デ ザイ ン の カ 


ユー ザー 起点 (Human-centric) な アプ ロー チ に よ 

る プロ ダク ト デ ザ イン を 徹底 する こと で 、 社 会 の 真 の 

ニー ズ に 対応 する ハー ドウ ェ ア ・ ソ フト ウェ アソ ゾ ソリュー 

ショ ン の 双方 を 総合 的 に 開発 ・ 実 装 し ます 。 中 で も 、 
クラ イア ント と 共に 先進 的 な Al・XR や ロボ ッ ト 技 術 
を 活用 し 、 社 会 課題 を 解決 する プロ ジェ クト は 、 日 本 
の 未来 に 貢献 する 非常 に 意義 ある 取り 組み と 考え て 

まお の 。 クラ イア ント と ゴー ルン な ニョ ピヨ ョ ー ケ ーション 
で 密 に 連携 し 、 共通 の 目的 と 相互 の 成功 を 目標 に 協 

働 し て いま す 。 


人 の 可能 性 を 解き 放ち 
誰 も が 安心 し て 輝け る 場 を 創り 出す 


心 に 響く ベビ ジュ アル ・ ア イデ ン テ ィ テ イ や コミ ュ ニ ケー 
ショ ン 戦 略 を 作り 、 影響 力 の ある 組織 設計 に 取り 組ん 
で いま す 。 リーダ ー シ ッ プ 開 発 、 コー チン グ 、 組織 開 

発 コ ン サ ル テ ィ ン グ な ど 多 角 的 な アプ ロー チ を 通じ て 
人 の 可能 性 を 解き 放ち 、 ビジ ネス の 成長 を 加速 させ 

ます 。 一 人 ひと り 個 性 の 異な る 人 間 が 集う こと で 、 組 
織 が イン スパ イア され 、 新 た な 未来 を 切り 拓 い て いく 
と 私 た ち は 考 えま す 。 また 、 個 々 の 「 自 分 らし さ 」 が 

尊重 され る 安心 感 は 、 組織 の 大 き な 飛 躍 へ と 繋が り 
ます 。 


その た め ICMG Next は イン クル ー ジ ョ ヨン を 核 と し て 、 
女性 、 子 育て を し て いる 親 、 多様 な 国籍 、 人 種 、 民族 、 
障がい 者 、 LGBTOIA+ や これ ら を 含む 複数 の アイ デ 
ン テ イ ティ を 持つ 誰 も が 安心 し て 、 居場所 や ミッ シヨ 
ン を 見 つけ る こと が で きる 場 で あり 続け ます 。 すべ て 
の 人 が ビジ ネス 、 また は 社会 貢献 に 公平 に 携わる こ 
と が 可能 な 環境 を 共 創 し 、 クラ イア ント の 皆さま と 共 
に 明る い 未 来 を 創っ て いき ます 。 


ICMG Group の 多様 な 働き 方 


進化 と 継承 ICMGGroup の さら な る 成長 エン ジン と な る 組織 を 創り 出す 


ICMG Group は 次 の ステ ー ジ へ 。20 年 以上 か け て 構築 さ 
れ て きた 揺るぎない 価値 観 と レガ シー を 次 の ステ ー ジ に 向 

け 、 どの よう に 継承 し 、 発展 させ る べき か 。 この チャ レン ジ 

を ICMG Group の 一 員 と し て 、 共に 活動 し 、 文化 を 形成 し 
て いく 。 そん な 未来 創造 に や り が い を 感じ て いま す 。 新しい 
転換 を 見 せつ つも 、 変わ ら な い ICMG Group で ある 安心 
感 を 社内 外 の ステ ー ク ホル ダー に 抱い て 頂け る よう 、 

レガ シー を 未来 へ と 繋い で いき ます 。 


ICMG Next CPO Akiko の コー チン グ の 様子 


一 人 ひと り の 可能 性 を 最大 限 発 揮 す る 環境 創り 


組織 が 健全 に 機能 する た め に は 、 心理 的 安全 性 が 欠か せま 
せん 。 如何 に 一 人 ひと り が 自分 らし くい る こと が で きる の か 。 
本 来 の 自分 の 考え を 恐れ ず さ ら け 出 し 、 お 互い の 視点 の 違 
い を 認め 受容 する こと に よっ て 、 思 考 の 多様 性 が 生ま れ 、 企 
業 の パフ ォ ー マ ンス 向上 に も 繋が る と され て いま す 。 ま た 、 
失敗 に 対す る 姿勢 も 大 切 で す 。 テク ノロ ジー 業界 や 研究 の 
領域 な ど で は Test for failure と 言い 、 失 敗 に よる デー タ 収 
集 と 分 析 が 良い 結果 を 出す た め に は 不可 欠 と され て いま す 。 
失敗 に つい て 話し 合う こと が で きる チー ム で は より 多く の アイ 
ディ ア が 生ま れ 、 柔軟 に 改善 策 を 考え る 能力 が 身 に 付き 、 イ 
ノ ベ ー シ ョ ン が 生ま れる きっ か け に も な り 得 ます 。 


私 は 長年 、 フ ァ ッ ショ ン お よび 小売 業界 で キヤ リア を 積み 、 

その 過程 で 「 人 の 顔つき が 変わ る 」 こと に 喜び を 見 出し まし 
た 。 お 客 さ ま が 試着 室 か ら 出 て きた 時 の 笑顔 は 格別 で す 。 い 
つも と は 異な る 表情 の 自分 に 出会い 、 背筋 が 伸び る 人 も い 
ます 。 鏡 に は 今 ま で 出会っ た こと の な い 自 分 の 姿 が そこ に い 
る の で す 。 少し の 変化 が 新た な 自分 を 発見 する こと に 繋が り 、 
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その 人 に と つて の 変化 や 喜び 、 新しい 門出 に な る こと が あり 
ます 。 この よう に 、 人 の 小さ な 変化 を 見 逃さ な いこ と が 大 切 
で す 。 い つも と 同じ 衣類 を 身 に 纏い 、 同 じ 行 動 を する こと は 、 
既成 概念 に 包ま れ た 自分 自身 を 狭め て いる と も 言え ます 。 
新しい 服 に 身 を 包む こと で 、 初 め て の 自分 に 気づき 、 可能 
性 を 広げ る こと に 繋が る か も し れ ま せん 。 これ は 企業 や ビジ 
ネス に お いて も 同じ こと で す 。 新しい 考え 方 に 触れ 、 良 い 意 
味 で 驚き 得る 。 いつ も の 「 当 た り 前 」 か ら 一 歩 踏み 出す こと 
で 、 未来 へ 価値 観 が 継承 され 、 新た な も の を 生み 出す 原 動 
力 に も な り ま す 。 心理 的 安全 性 が 担保 され る 組織 で ある こ 
と 、 個 人 と 組織 の や り た いこ と を 交差 させ る こと 、 個 人 の や 
り が い を 後押し する こと 、 これ ら を ICMG Group の アイ デ 
ン テ イ ティ と し て 一 層 強 化し て いき ます 。 ICMG Group と 意 
志 を 共に する 数 多 の ステ ー ク ホル ダー と 共に 、 より 良い 未 
来 創り へ 力 を 発揮 し 貢献 で きる よう 、 その 礎 と な る 文化 変革 
(Culture Transformation) に 私 は これ か ら も 力強く 取り 
組み ます 。 


日 本 企業 に は 日 本 らし い ア プロ ー チ を 


私 は 日 本 に 30 年 以上 住み な が ら も 、 どこ か 片足 を 欧米 に 置 
いて きま し た 。 日 本 に は 日 本 の 良さ が ある こと を 実感 し て いる 
反面 、 や り 場 の な い フ ラス トレ ーション を 抱く こと も あり ます 。 
そん な 私 だ か ら こ そ 、 日 本 で や り 遂 げ る こと が ある 予感 が し 、 
個人 、 チー ム 、 そし て 組織 の レベ ル で も フラ スト レー ショ ン を 
ソリ ュー ショ ン に 変え る こと の 可能 性 に 目覚 め ま し た 。 


日 本 は その 歴史 の 中 で 欧米 か ら 持 ち 込ま れ た 考え を 取り 込 
み 、 経 済 成長 を 遂げ て きま し た 。 世 界 か ら 日 本 が 注目 され る 
中 で 、 私 た ち は 日 本 か ら 何 を 発信 し 価値 提供 で きる の か 、 
今 改め て 私 た ち 自 身 を 棚卸 する こと で 、 私 た ち が 持 ち 得 て いる 
良さ を 文化 資産 と し て 世の中 に 変化 を 生み 出す こと が で きる の 
で は な いで し よう か 。 


ICMG Group は 世界 中 か ら さ ま ざ ま な 領域 の ト ツ プリ ー ダ ー、 
先駆 者 や イノ ベー ター が 在籍 し て いま す 、。 国籍 問わ が すべ て 


ICMG Next の イン クル ー シ ブ な デザ イン チー ム 


Center for Being を 構築 する 


“Center for Being” は 個人 と し て も プロ フェ ッ シ ョ ナル と し 
て も 成長 で きる 場 で す 。 人 は 環境 に よっ て 思考 や 行動 が 変 
わり ます 。 目 に 見 える 環境 と 、 見 えな い 環 境 含め 、 行 動 変 
化 の 背景 は 心理 的 安全 性 に よる も の で あり 、 個 々 が 価値 を 


の メン バー ガ が 日 本 の 明る い 未 来 信 り へ の コミ ッ ト メ ント が 高く 、 
日 本 企業 の 変革 に 携わる こと に 強い 思い を 持つ て お り 、 そこ に 
共感 じ て い ます 。 思 いや りや お も て な し と いつ た 日 本 の 良さ を 
活か し 、 和 柔軟 性 や 発信 力 を 強化 する こと で 、 ブ プレ イン パワ ー を 
発掘 し 、 社内 外 の 発信 力 に 磨き を か け て いき た いで す 。 


NX 


メガ アキ コ 
ICMG Next Chief People, Inclusion, 
and Culture Officer 


最大 限 発揮 する こと に 影響 が あり ます 。 心理 的 安全 性 と は 
仲良 し で ある 、 気持 ち が 良 い 、 と いう も の で は な く 、 あえ て 
難し い 課 題 に も 一 緒 に 取り 組む こと が で きる よう な 、 チー ム 
の パフ オォ ー マ ン ス を 向上 させ る も の で す 。 そ の た め 私 は 、 
一 人 ひと り が 自分 らし さと 長所 に 気づき 、 組織 変革 に 繋げ 
て いく た め の コ ー チ ング メソ ッ ド の 提供 を 構想 し て いま す 。 そ 
れ に より 、 従 来 の 人 事 的 アプ ロー チ を 超え た リー ダー 育成 や 、 
コー ポレ ー ト トラ ンス フォ ー メ ーション の 実現 を 支援 し ます 。 
人 が 変わ れ ば 、 組織 が 変わ る 。 その きっかけ は 一 人 ひと り 
の 小さ な 気づき で す 。 安心 し て 自分 らし い 価 値 を 発揮 で きる 
文化 を 創っ て いき ます 。 


CMG Group を 取り 巻く ステ ー ク ホル ダー の 電 さ ま と 共 
に 、 今 必要 と され る カル チャ ー を 創り 上 げ る こと で 、Group 
内 外 で の イノ ベー ショ ン 創 出 に 貢献 し て いき ます 。 私 た ち は 
日 本 の 未来 に 向け た 優れ た ソリ ユー ショ ン を 生み 出す と 同時 
に 、 パ ー ト ナー と し て 信頼 し 続け て 頂く た め の 役割 を 全力 で 
担い 続け ます 。 
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特集 :ICMG Group の 多様 な 働き 方 

誰 も が 輝く 環境 づく り に 向け た 取り 組み : 

ダイ パー シテ ィ ・ エ クイ ティ & イン クル ー ジ 
へ の 先進 的 な 取り 組み 


= 


| 


x 
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ICMG Group と し て 東京 レイ ン ボ ー プ ライ ド に スポ ン サ ー 参 画 
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ICMG Group は 最 先端 の グロ ー バ ルフ ァ ー ム と し 
T, ダイ パー シ テ ィ ・ エ クイ ティ & イ ラク ルー ジョ ン 
の 促進 に 力 を 入れ て いま す 。 中 で も ICMG Next は 
業界 最高 水準 の LGBTOIA+ サポ ー ト の 導入 を 開 
始 し 、2024 年 4 月 東京 で 開催 され た 「TOKYO 
RAINBOW PRIDE 2024」 に 参加 し まし た 。 


私 た ち に と っ て ダイ バー シテ ィ は 単なる コン セプト で 
は な く 、 私 た ちの 強み で あり 信念 で も あり ます 。 


ICMG Next の CEO Ana Arriola-Kanada は クイ 
ア で あり 、 レ ズ ビ アン で あり 、4 人 の 子供 が いま す 。 
そん な 彼女 は こう 語り ます 。 「 さ ま ざ ま な アイ デン ティ 


ティ 伝統 、 人 種 、 民族 、 宗 教 、 年 齢 、 性 別 、 性 的 指向 、 


能力 、 マ イン ド や パッ ク グ ラウ ンド が 共存 する 集団 で 
ある こと が 、 私 た ちの DNA に 組み 込ま れ て いま す 。 
より 良い 未来 を 創る た め に は 、 一 人 ひと り が 恐れ ず 自 
分 らし くい られ る 環境 を 育む こと か ら 始ま る の で す 。」 


N 


の 言葉 通り 、 ICMG Next は 業界 の スタ ンダ ー ド を 
定義 し 、 メ ン パ バー 一人ひとり が 自分 らし く 働 き 活躍 
を 続け る た め 、 次 の 4 つ を は じ め と し た 革新 的 な 福利 
厚生 ・ ポ リ シ ー を 掲げ て いま す 。 


H 
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ICMG 


1. ワ ー ク ライ フ パ ラン ス を 推進 し 、 メン タル ヘ ルス 
を サポ ー ト する フレ ックス タイ ム や ウェ ルネ ス デ イ の 
導入 


2.LGBTOIA+ メン タル ヘル ス ・ ウ ェ ル ネス ・ サ ポー ト 、 
LGBTOIA+ 個人 お よび 同性 カッ プル 向け の 養子 縁組 
や 代理 出産 の た め の 不 妊 治療 、 有 給 の 育児 休暇 や 家 
族 休暇 な ど 、 日 本 の 社会 保障 や 制度 で は カバ パー され 
な い ニ ー ズ に 対応 する イン クル ー シ ブ な 福利 厚生 


3. 年 齢 、 性 的 指向 、 性 自認 、 性 表現 (お よび その 他 
アイ デン ティ イ ティ) に 関わ ら ず メン パー を 保護 ・ 支 援 す 
る イン クル ー ジ ョ ン ポ ボ ポリシー の 制定 と 実践 (ダイ バー 
シテ ィ ・ エ クイ テイ ィ & イン クル ー ジ ョ ン の 実践 、 ワー ク 
ショ ッ プ 、 すべ て の 活動 の コア と な る 価値 観 、 メンバー 
同士 の 安全 な 繋が り と 相互 支援 の た め の 基 盤 を 含む ) 


4.LGBTOIA+ 関連 の 団体 や 取り 組み と 連携 する コ 
ミュ ニテ ィ エ ン ゲ ー ジ メン ト お よび CSR 活動 


ICMG Group, Group COO で ある 航 橋 元 は 

こう 語り ます 。「 私 た ち は ICMG Group 一 人 ひと り を 
エン パワ ー す る 福利 厚生 ・ ポ リ シ ー の 導入 を 進め て い 
ます 。 ま た 、 東京 レイ ン ボ ー プ ライ ド へ の スポ ン サ ー 
参画 を 通じ て 、 ダイ バー シテ ィ ・ エ クイ ティ イ & イ ンク ルー 
ジョ ン が ICMG Group の DNA に 組み 込ま れ て いる 
と いう メッ セー ジ を 社会 へ 発信 し て いま す 。」 


ぜひ 私 た ちと 一 緒 に ダイ パー シテ ィ を 分 か ち 合 い 、 
誰 に と っ て も 明る い 、 イン クル ー シ フ な 未来 を 創 つ て い 
きま じ よ う 。 


特集 :ICMG Group の 多様 な 働き 方 


日 本 の 未来 の 働き 方 に 変革 を 起こ す 
ICMG Group で 働く 女性 & ク イア な 親 た ち 


変化 する 時 代 の 中 で 子育て と キヤ リア を 両立 する 


ICMG Group で は その 人 の パッ ク グ ラウ ンド に 関係 
な く 、 すべ て の 女性 や 働く 人 々 が 必要 な 支援 を 受け 、 
真 に 革新 的 な 環境 を 確立 する た め 、 多 様 な 視点 を 取 
り 入 れる べき だ と 考え ます 。 私 た ち は グ ロー バル ファ ー 
ム と し て 日 本 の 未来 の 働き 方 に 変革 を 起こ し 、 進化 す 
る 価値 観 を 取り 入れ 次 の 世代 に 繋げ て いき ます 。 


次 の 世代 の た め に より 良い 世界 を 目指 す Ana の 体験 


4 人 の 子供 の 母 で あり な が ら プ ロフ ェ ッ ショ ナル な 
キャ リア を 持つ Ana は 、 次 の 世代 の た め に より 良い 
世界 を 創る こと を 目指 し ます 。2000 年 代 に シリ コン 
パレ ー で 子育て を し な が ら 働 いて いた 彼女 は 、 育休 
制度 の 変化 に つい て 振り 返り まし た 。 「 当 時 、 育 児 休 
暇 は 数 週間 程度 し か な く 、 子育て を し な が ら 働 く 人 た 
ち へ の 支援 は 十分 で は あり ませ ん で し た 。」 


し か し 、Ana が Microsoft に 移る と 状況 は 一 変 し ま 
し た 。 同 社 で は 出産 し た 親 も 、 出産 し てい な い 親 も 給 
与 が 全額 保証 され る 有給 休暇 を 数 ヶ月 に 渡っ つて 取得 
する こと が で き 、 従業 員 が 仕事 か ら 完全 に 離れ られ 

る よう 、 お 互い を サポ ー ト する コミ ュ ニ ティ 依り が 行 

われ て いま し た 。 この 先進 的 な 取り 組み は Apple や 
Sony で も 導入 され 、 その お か げ で Ana は 子育て と 
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ICMG Group で 子育て を し な が ら 働 く 
Ana Arriola-Kanada (ICMG Next CEO), REM 
佳 (CMG Director) が 、 働 く 女性 や クイ ア な 親 た ち 
が 直面 する 、 変化 する 子育て や 仕事 環境 に つい て 語 

り 合 いま し た 。 彼 女 た ち の 体験 や そこ か ら の イン サイ 
ト を も と に 、 変化 する 時 代 の 中 で 、 子育て を し な が ら 
キャ リア を 積む 難し さや 喜び に つい て 考え ます 。 


仕事 を 両立 する こと が で きま し た 。 この よう な 柔軟 な 
サポ ー ト 体制 に よっ て 、 彼 女 は 子供 た ちと 充実 し た 時 
間 を 過ごす こと が で き 、 それ は 20 年 前 と は 全く 異な 
る 環境 だ つた と 振り 返り ます 。 


この よう な 経験 を 経て 日 本 に 渡っ た Ana で す が 、 
ある 大 き な 壁 に 直面 し まし た 。 日 本 で は 同性 婚 が 認 
め ら れ て お ら ず 、 レ ズ ビ ピア ンカ ッ プ ル で ある Ana た ち 
ふう つぶ ふ は 区 か ら 婚 向 関 係 を 認め られ な か つた の で す 。 
その た め 、 子供 た ちの 入園 手続 き に と て も 苦労 し まし 
た 。 子供 の 入園 は な ん と か 果たし た も の の 、 これ は 
多様 な 在り 方 を する 人 々 が 直面 する 障壁 で ある と 身 を 
も つて 経験 し 、 今後 日 本 が 海外 か ら 多 く の 人 々 を 受け 
入れ 発展 し て いく た め に は 、 解決 すべ き 課 題 だ と 痛感 
し まし た 。 


岩崎 沙也 
ICMG Next 

Vice President Design 
Anthropology & Culture 


款 野 尚 佳 
ICMG 1IC 共 創 推進 クルー プ IC Director 


仕事 の 喜び を 子供 た ちと 共有 する 宗 野 尚 佳 の 体験 


3 人 の 子供 の 母親 で ある 宗 野 商 佳 も 日 本 で の 子育て 
と キャ リア の 両立 に つい て 語り まし た 。2009 年 に 出 
産後 、 宗 野 は 父親 の 会 社 を サポ ー ト する た め に 一 度 


ICMG Group か ら 離 れ ま し た 。 その 後 彼女 は 起業 し 、 


子育て と キャ リア の 両立 を 目指 し まし た 。 


し か し 、 日 本 社会 は アメ リカ より 30 年 ほど 遅れ て い 
た た め 、 い くつ も の 大 き な 課 題 に 直面 し まし た 。 仕事 
の た め に 子供 を 保育 園 に 預け る と いう 彼女 の 判断 を 
周囲 は 疑問 に 思い 、 そん な “大変 " な 状況 に いる 彼 
女 に 同情 する 人 も いま し た 。 こ ご の 社会 的 圧力 は 彼女 
が 子育て と キヤ リア の 両立 を 目指 し 奮闘 する 中 で 大 き 


な 精神 的 ダメ ー ジ を 与え まし た 。 し か し 、 彼女 は 仕 
事 が 大 好き で 、 その 喜び を 子供 た ちと 共有 する こと 、 
そし て それ は 子供 た ち に と っ て も 有益 で ある と 強く 信 
じ て い まし た 。 


また 、 宗 野 は 日 本 の 保育 園 の 点数 シス テム に つい て 
疑問 を 持ち まし た 。 彼 女 は 自宅 の 真裏 に 保育 園 が 
あっ た に も 関わ ら ず 入 園 が 叶わ な か っ た 経験 を 経て 、 
地域 の 保育 グル ー プ を 立ち 上 げ 、 既存 の シス テム が 
満た し て いな い ニ ー ズ を 包括 的 に 支援 する 取り 組み 
を 始め まし た 。 その 後 、 彼 女 は ICMG Group に 戻り 、 
現在 も 子育て を し な が ら 活 躍 し て いま す 。 
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特集 :ICMG Group の 多様 な 働き 方 


ICMG Group が 未来 の 社会 へ イン パク ト を 


これ ら の 課題 を 背景 に Ana と 宗 野 は 、 企業 や 国 の 
政策 、 そ し て 教育 な どの 社会 的 プロ セス を 通じ て 、 
どの よう に 未来 の 働き 方 に 変革 を 起こ すか に つい て 
語り まし た 。 真 の 意味 で の ダイ パー シテ ィ ・ エ クイ ティ 
& イ ンク ルー ジョ ン を 築き 、 どん な パッ ク グ ラウ ンド 
の 人 を も サポ ー ト する 先進 的 な 企業 で あり た いと いう 
ICMG Group の ミッ ショ ン に 、2 人 は 強く 賛同 し ます 。 


Ana は ICMG Next の CEO と し て 、 その 人 の パッ 
ク グ ラウ ンド に 関わ ら ま ボ 働き な が ら 子 育て を する す 
べ て の 人 の 障壁 を 取り 除き た い 、 と 熱く 語り ます 。 
彼女 は 、 多 様 性 の ある ビジ ネス こそ が 成功 の 鍵 で あり 、 
現在 そし て 次 の 世代 の 価値 観 に 寄り 沿う 包括 的 な サ 
ポー ト が 備 わ つた 仕事 環境 を 実現 する こと を 目指 し ま 
す 。 女性 、 ク イア な 親 、 そし て あら ゆる バッ ク グ ラウ ン 
ド の 人 々 が 自身 の キヤリア を 築け る よう エン パワ ー す 
る こと も 、 我々 の ミッ ショ ン の 大 事 な 要 素 で す 。 


ICMG Group が 最も 重要 と し て いる こと の 一 つ は 、 
日 本 へ 移住 し て くる 外国 人 を 含む 次 世代 の 人 々 の た 
め に 日 本 を 変革 する こと で す 。 少 子 高齢 化 な どの 社会 
問題 を 前 に 、 外 国人 が 日 本 に 住み 、 キ ヤリ ア を スタ ー 
ト さ せ 家 庭 を 築け る よう な 、 イン クル ー シ ブ な 社会 の 
実現 を 目指 し ます 。 


18 


また 、 変革 を 起こ す 際 に は 子 を 持つ 親 だ け で な く 、 
コミ ュ ニ ティ 全体 で 声 を 上 げ て いく べき だ と 宗 野 は 
考え ます 。 真 に イン クル ー シ ブ な サポ ボー ト 体 制 が 整っ 
た 企業 文化 を 確立 する た め に は 、 子供 が いな い 人 、 
両親 の 介護 を する 人 、 具合 の 悪い パッ ト の ケア を す 
る 人 な ど 、 全員 が 参加 し て お 互い を サポ ー ト し 合う こ 
と こそ 、 達成 の 鍵 な の で す 。 


ICMG Group は これ ら の 価値 観 の 育成 ・ 浸 透 を 
グル ー プ の トッ プリ ー ダ ー レ ベル で 実践 し て お り 、 あ 
ら ゆ る バッ ク グ ラウ ンド を 持つ 人 々 が 性 別 や 性 的 指 
向 、 年 齢 、 子 供 の 有無 、 人 種 、 民族 、 そ し て それ 以 
外 の 何 に も 邪魔 され ず 働 ける 環境 を 創り ます 。 


Ana Arriola-Kanada 
ICMG Next Co-Founder, CEO 


元 Microsoft 米 国 本 社 Director of Product Design 


& Research, Frontline Studios GM 


これ か ら 親 に な る 人 や 働く 女性 へ の アド バイ ス 


最後 に 、 Ana と 宗 野 は これ か ら 親 に な る 人 や 働く 女 
性 ヘア ドバイ ス を 残し まし た 。 


宗 野 は 母親 業 を 数 ある 自分 の アイ デン ティ ティ の 一 つ 
と し て 捉え る こと を アド バイ ス し ます 。 彼女 は と に か く 

仕事 が 大 好き で 、 出張 先 の さま ざま な 国 で の 体験 を 

子供 た ち に 共有 し 、 そし て 子供 た ち が や り た いこ と を 

サポ ー ト する こと に 喜び を 感じ て いま す 。 そう する こと 
で 、 お 互い の 自立 し た 生き 方 を 支え 合う こと が で きる 
の で す 。 


Ana は 、 子供 は 一 人 ひと り 違 うた め 、 常に 予期 せ ぬ 
こと が 起こ る こと を 忘れ を いで ほし い 、 と アド バイ ス し 
ます 。 第 4 子 の 子育て は 他 の 3 人 の 子供 た ちと 比べ て 
異な る こと が 多く 苦労 し まし た が 、 も ちろ ん その 3 人 
も 一 人 ひと り 違 い が あ っ た と 彼女 は 振り 返り ます 。 
DED, 親 と し て の 体験 は 常に ユニ ー ク な の で す 。 
そこ に は 怖 さ も ある けれ ど 、 その 未知 の 体験 を 受け 
入れ る こと に よっ て 豊か さと な り 、 人 生 を 変え て いく こ 
と が で きる の で す 。 


すべ て の 人 々 が エン パワ ー さ れる よう な 
早 新 的 な 環境 を 確立 する た め に 
多様 な 視点 を 取り 入れ る べき だ と 信じ て いま す 。 


Ana と 宗 野 の ディ スカ ッ シ ョ ン は 、 子 育て を し な が ら 働 く 女 
性 や すべ て の 人 た ちの 役割 が どの よう に 進化 し て いる の か 、 
と いう 貴重 な イン サイ ト に な る と 同時 に 、ICMG Group が 
サポ ー ト ポリ シー や イン クル ー シ ブ な 環境 創り に いか に コ 
ミッ ト し て いる の か と いう こと が わか り ま す 。 そ こ に は 、 や り 
が い の あ る キャ リア を 築き な が ら 子 育て を 両立 する 難し さ 
と 喜び が あり まし た 。 
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Digital 
ranstormation 


川崎 重工 の 真田 氏 に よる ロボ ッ ト の デモ ンス トレ ーション 


日 本 の デー タ に 戦略 と スト ー リ ー を 


「 デ ー タ 資本 」 の 可能 性 に 火 を つけ る 


企業 価値 の 源泉 と な る 知 的 資本 (Intellectual 
Capital) に は デー タタ も 含ま れ て お り 、 私 た ち は こ れ を 
デー タタ 資本 と 呼ん で いま す 。 デー タ 資 本 の 要素 に は 
①: デ ー タ を 持つ て いる こと (収集 ・ 蓄 積 )、 

②:④① を 活か し て 新た な 価値 を 生む 戦略 (デー 戦略)、 
@:O - ② か ら 生 まれ た ビジ ネス 、 が 主 に 挙げ られ ます 。 
この 3 つ を 明確 に スト ー リ ー 立 て て 語れ る 日 本 企業 は 
未だ 少な いで し ょ よう 。 そもそも 自社 の 持つ て いる デー 
タタ の 価値 や 独自 性 に 気づい て いな い 場 合 や 、 収 集 し 
た デー タ を 戦略 に 繋げ られ て いな い 場 合 も あり ます 。 


デー タ は そこ に 意味 と スト ー リ ー を 持た せ て いく こと で 
新た な 価値 を 生み 出し ます 。 デー タ を 無機 質 な も の と 
し て 終わ ら せ ず 、 常に 「 我 々 は この 先 ど う あ り た いか 」 
に 紐 づけ て 思考 し 、 活き る 戦略 へ と 昇華 させ て いく こ 
と が 重要 で す 。 あ り た い 未 来 に 対し て 、 デー タ 資 本 を 
どう 活用 する か 。 デ ー タ に 未来 を 操 ら れる の で は な < く 、 
未来 の た め に デー タ を 操る の で す 。 


日 本 は DX 後進 国 と 言わ れ ま す が 、 だ か ら こ そ 日 本 
企業 の 持つ デー タタ 資本 は まだ まだ 未来 を 豊か に する 
可能 性 を 秘め て いま す 。 そ の 戦略 を ICMG Group 

と 共に 描き まし よう 。 


Digital Transformation 


Al x DX x ロボ ポット 


川崎 重工 と ICMG Group が 共 創 する 
日 本 発 の ロボ ティ クス ・ サ ービス 


川崎 重工 業 株 式 会 社 (以下 、 川崎 重工 ) と ICMG 

Group は パー トナ ー と し て 、 次 の テク ノロ ジー を 構築 
する 壮大 な プロ ジェ クト を 始動 し まし た 。 他 社 共 創 を 
活性 化す る た め の オ ー プ ン デ ー タ 化 を 始め 、 ロボ ッ ト 


開発 の 最前 線 、Al 技術 の 活用 、 そし て デジ タル 化 の 
課題 に 迫り 、 日 本 を リー ド す る 川崎 重工 が 描く 未来 へ 
の 挑戦 と 、 ICMG Group が 持つ クリ エイ ティ ブ な 実 
行 力 を 合わ せる こと で 、 次 の 社会 の 実現 に つい て 語 
合い まし た 。 


ICMG Group と 川崎 重工 が 挑戦 する コネ クティ ビ テ イィ の 未来 


* 占 部 氏 : 

いずれ は ロボ ッ ト 自 身 が 社会 課題 を 解決 する 未来 を 創 
れ た とら 面 白い で すね 。 ソー シャ ル ロ ボ ッ ト が クラ ウド 上 
で 繋が っ て 、 ま る で 映画 「 タ ー ミ ネー ター」 の 「 ス カイ ネッ 
ト 」 の よう な 世界 観 の 実現 を 目指 し て いま す 。 ク ラウ ド 
へ 情報 を 蓄積 し 、 人 が リク エス ト す る と 、 頭脳 部 分 で あ 
る クラ ウド で どの ロボ ッ ト に どう いう 仕事 を させ る の か 

分 解 さ れる 。 そ し て 、 下 に 繋が つて いる ロボ ッ ト が 動い て 、 
さま ざま な 作業 を 行 つ て くれ る 世界 で す 。 


川崎 重工 の 展示 場 に て 真田 氏 と 技術 協議 
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* 真田 氏 : 

人 と の 距離 が 近い ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト の 研究 を 
2015 年 か ら 始め 、 2021 年 に 占 部 さん か ら ク ラウ ド 
を 活用 し て ロボ ッ ト と 結び つけ る 話 を 聞い た 時 、 

ヒュ ー マ ノ イド は きっ と SF 世界 に ある よう な 神 の 目 の 
よう に ハイ レベ ル か ら 誰 か が 見 て お く < 必要 が ある と 想 
像 が で きま し た 。 将来 的 に は 、 ロボ ッ ト が 自分 自身 の 
思考 で 動く こと が ある の か も し れ ま せん が 、 私 た ち が 
今 考え て いる の は 、 人 の 指示 ・ 予 定 通 り に 動き 、 ロ ボッ 
ド を ネッ トワ ー ク に 開い で コン トロ ー ル する シス デム で 
す 。 そう いつ た 世界 を 創 ろ うと する と 実は 私 た ち だ け 
で は 人 材 が 足り ませ ん 。 


そこ で 、 さま ざま な パー トナ ー と の 繋が りや 協力 し て く 
れる 仲間 が いる ICMG Group に 支援 を お 願い し た 
の で す 。 こ の プロ ジェ クト の た め に ICMG Group が 、 
さま ざま な 人 材 を 引き 寄せ て くれ る こと に 期待 し て い 
ます 。 


Al・DX・ ロ ボ ポット: 次 の スタ ンダ ー ド を 作る 


* Adal: 

社会 を 一 歩 ずつ 前 進 さ せ 、 社会 的 に 使え る も の に し て 
いく と ころ が 、 川崎 重工 と シナ ジー が あり まし た 。 & 
期 的 な 目線 で テク ノロ ジー を 見 極め 、 現在 市 場 に 出 
回 つて いる ソリ ュ ユー ショ ン に 加え て 、 その 次 に 何 が 来 
る の か 。 今 使え る も の で も 明日 に な れ ば 全然 使わ な 
く な っ つて し まう も の も あり ます 。 Slk Al エー ジェ ント 
の 時 代 に な り 、 それ ぞ れ の 環境 に 適応 させ る こと を 高 
い 水 準 で エン ジニ アリ ング し て いく こと が 必要 で す 。 


例え ば 身の回り に ロボ ッ ト が いて 、 子供 と 一 緒 に 遊ん 
で いた り 、 職場 に いた り 、 サテ ライ ト 環 境 に も いた り 、 
ヒュ ー マ ノ イド ロボ ッ ト や それ と は 全く 違う 形状 の 品 
ボット で あっ て も 、 それ ら を どの よう に イン テグ レー ト 
し て いく の か が 挑戦 で す 。 こ れ か ら の 可能 性 を 考え る 
と 人 と ロボ ッ ト が 共存 する 世界 観 に ワク ワク し ます 。 


~ 


e 


i 
a 


; 


入 


川崎 重工 の ヒュ ユー マ ノ イ ドロ ボッ ト の 近影 


* 真田 氏 : 

人 間 の 生活 に お いて も っ と ロボ ッ ト を 活用 する こと 。 
スマ ホ や パソ コン が 、 当たり 前 に な つた こと で 世の中 
は 大 きく 変わ り ま し た 。 


10 年 先 に は 、 自分 の パー トナ ー と し て ロボ ッ ト が いる 。 
形状 も さま ざま 。 それ ら が 高 性 能 に な り 、 自立 し て 動く 
よう な も の に な る 。 ロボ ッ ト は 、 人 間 の 足り な い 部 分 
を 補っ つて くれ る よう な 存在 。 あ と は コミ ュ ニ ケー ショ ン 
ツー ル と し て も 徹底 的 に 進化 する 。 これ ら の 両立 で す 。 


* 占 部 氏 : 

ロボ ッ ト だ け に 限ら ず あ ら ゆ る も の が ネッ トワ ー ク に 
繋が る こと に よっ て 新た な 世界 が 必ず 生ま れ て きま す 。 
例え ば 、 観光 立国 を 目指 し て いる 日 本 で オー パー ツー 
リズ ム の 課題 が あり ます が 、 日 本 に は 多く の 素敵 な 場 
所 が あり ます 。 それ ら の 場所 へ ロボ ッ ト と 一 緒 に 行き 、 
さら に 日 本 を 楽し ん で も ら え る 仕組 み を 取り 入れ て い 
く こ と が で きた ら 面 白い で す よ ね 。 


* Diana: 

ソー シャ ル ロ ボ ッ ト は 、 社 会 に 貢献 する 素晴らし い 要 
素 の 一 つ で す 。 た だ 考慮 すべ き な の は 、 小さ な 子供 の 
よう に 、 ソー シャ ル ロ ボ ッ ト に 育つ まで に は 、 どの よう 
な トレ ー ニ ング が 必要 か と いう こと 。 ソー シャ ル ロ ボ ッ 
ト は スマ ホ の よう に 、 あらゆる 情報 が クラ ウド 上 で 連 
携 さ れ 、 利便 性 を 備え つつ も 、 ユー ザー の 安全 性 は 

確保 され な けれ ば な り ま せん 。 そ の 実現 を 、 皆 さま と 
一 緒 に 目指 し た いで す 。 
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Digital Transformation 


日 本 発 の ロボ ティ クス ・ サ ービス を 開拓 する 


* 奥 浜 : 
DX や Al と いう 面 か ら 、 ソ ー シ ャ ル ロ ボ ッ ト と いう 
新しい 分 野 を 開拓 し て いく の で 、 日 本 の 技術 面 で の 


リー ダー シッ プ の 強化 に も 繋が っ て いく と 思っ つて いま す 。 


* 真田 氏 : 

ロボ ッ ト に 対す る フレ ンド リー な 感情 が ある の が 日 本 
人 の 特長 で す 。 日 本 で は アニ メ や 漫画 を 通し て すでに 
ロボ ッ ト が 生活 の 中 に いる 世界 観 が 浸透 し て いま す 。 
海外 の 方 が 日 本 に 来 て 「 な る ほど 便利 だ よね 」 と か 
「 こ ん な 生活 が いい の か な 」 を 作 つ て いく 。 ウ ォ シ ュ 
レッ ト の よう に 日 本 に 来 て 感動 し て 買 つ て 帰る よう な 。 


今 まで 日 本 は ディ ファ クト スタ ンダ ー ト を 確立 する の が 
上 手 で は な か つた の で す が 、 日 本 の 新しい 産業 と 
し て 、 も の づく り と シス テム を 含め た サー ビス 全体 を 
輸出 で きる よう に な れ ば 最高 で す 。 


* 占 部 氏 : 

ロボ ッ ト に 関し て は 真田 さん が 言う よう に アド バン テー 
ジ が ある と 思っ て いる 一 方 で 、 デ ジタル の 観点 で 言う 

と 、 日 本 は すご く 出 遅れ て いま す 。 デジ タル 化し た いと 
言う だ け で 規制 に 大 騒ぎ し 、 デ ジタル 後進 国 と まで 思っ 
て いま す 。 先進 的 を ロボッ ト を 上 手 く 活用 し 、 この 遅れ 
た デジ タル 化 を 加速 させ る こと で 、 今 目指 す 世 界 を 創 

り 、 グ ロー バル スタ ンダ ー ド に し た い 。 デ ジタル 後進 国 
か ら 先 進 国 に な る た め に も や り 遂 げた いで すね 。 


* Adal: 

日 本 で は 川崎 重工 が 先導 し て や る こと に よっ て 、 他 の 
日 本 企業 も 手 を 上 げ て 欲し いと 思っ てい ます 。 そ う や つっ 
て クリ エイ ティ ブ な 人 を チー ム に 巻き 込み な が ら 進 め 
て いく 。 これから 社会 を 変え て いく と いう 大 き な 観 点 

で 、 参 画す る 仲間 が 増え て 欲し いで す 。 


* Diana: 

全体 的 な デジ タル エク スペ リエ ンス に 関し て は 占 部 さ 
ん の お つ し や ゃ る 通り だ と 思い ます 。 日 本 は も の すご く 遅 
れ て いる 。 特に 私 は シリ コン バレー か ら 日 本 に 移住 し 
て きた 際 に 、 日 本 の デジ タル の 遅れ に つい て 実感 し ま 
し た 。 基礎 を 作っ つて そこ か ら 積 み 上 げ て いく こと が 重 
要 だ と 思っ てい ます 。 今 まで の プロ ジェ クト は 作っ て 
作 つ て 作り 直す と いう の が 多かっ た か と 思い ます 。 時 
間 も お 金 も 勿体 無い し 、 効率 も 悪い 。 最初 か ら 正 し 
い 基 礎 を 構築 し 、 そこ に 柔軟 性 を 担保 し て お く こ と が 
重要 で す 。 イ ン テ リ ジェ ント モデ ル の 基礎 を 1 回 目 で 
きち ん と 構築 する 。 そう する こと で 将来 を 加速 させ て 
いく こと が で きる と 信じ て いま す 。 


川崎 重工 の 真田 氏 と ロボ ッ ト の 未来 に つい て 談笑 


占 部 博信 

川崎 重工 業 株 式 会 社 DX 戦略 本 部 長 執行 役員 
真田 知 典 

川崎 重工 業 株 式 会 社 精密 機械 ・ 

ロボ ッ ト カ ン パ ニー ロボ ッ ト デ イィ イ ビ ジ ョ ン 理 事 # 
本 社 社長 直轄 プロ ジェ クト 本 部 プロ ジェ クト 推進 当 


奥 浜 聡 太 Adalberto Gonzalez Ayala Diana Povieng 
ICMG Next ICMG Next ICMG Next 

Director of UX Engineering Vice President Al Vice President of Narrative, 
Architecture & Engineering Spatial Computing & Visual 
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日 本 を 
イン バク トイ ズ ペ テニ ショ ジジ 大 国 
に する 挑戦 


これ まで の 時 代 か ら これ か ら の 時 代 へ 世界 は 大 きく 
転換 し て いま す 。 グ ロー パル リー ダー た ち は 、 これ ま 
で の 財務 指標 ・ 経 済 指標 (GDP や 売上 ・ 利 益 な ど ) 
を 過度 に 追求 し 続け る 、 世界 観 は 限界 で ある と の 問 
題 意 識 を 共有 し 、 新しい 時 代 の 価値 観 に 基づい て 世 
界 の 再 構 築 を 目指 す 挑戦 を し て いま す 。 今 こそ 企業 の 
視点 を 大 きく 超え て 、 社 会 に 取り 残さ れ た 課題 の 解 
決 、 そ し て 新しい 未来 の 創造 に 取り 組む べき 時 代 で 
す 。 そ し て 、 社 会 的 価値 と 経済 的 価値 を 両立 する イン 
パク トイ ノ ベ ー シ ョ ン を 起こ す の で す 。 課題 先進 国 と 
し て 最前 線 に いる 日 本 と し て 、 イン パク トイ ノ ベ ペー ショ 
ン で 日 本 発 の ロー ル モ デ ル を 創り 出す 挑戦 を 、 ICMG 
Group と 連携 し な が ら 、 ICMG Impact が リー ド し て 
いき ます 。 
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辻 悠 佑 
ICMG 執行 役員 
ICMG Impact CEO 


ICMG Group と 東京 電力 の JV で ある CleanGrid Partners に より 電化 され た パラ ワン 島 で 
高校 生 た ち が ス マー ト フ ォ ン を 利用 し て いる 様子 


新しい 時 代 に 向け た 


グラ ンド デザ イン を 共に 描く 


これ まで の 時 代 か ら これ か ら の 時 代 に 世界 が 大 きく 
転換 する 中 、 私 た ち は 一 体 、 何 を 目的 に 、 何 を 指標 と 
し 、 何 を 手段 と し 、 そ し て 誰 を 仲間 と し て どの よう な 未 
来 に 向 か つ て いけ ば いい の だ ろう か 。 国 家 ・ 社 会 ・ 地 域 ・ 
企業 な ど を 含め た あら ゆる 組織 に お いて 、 新 し い 時 
代 に 向け た グラ ンド デザ イン が 求め られ る 時 代 に な っ 
て き て いま す 。 その た め に は 、 国境 、 地域 、 人 種 、 業 
界 、 会 社 、 組織 、 世代 、 経験 な どの あら ゆる 垣根 を 
超え て 、 マル チ ス テー ク ホ ル ダ ー の それ ぞ れ の 利害 や 
立場 を 深く 理解 し 共感 し て 未来 構想 ・ 未 来 共 創 を リー 
ド す る 未来 型 リー ダー が 必要 不可 欠 で す 。 また 、 大 


き な 目 的 に 向け て マル チ ス テー ク ホ ル ダ ー の 力 を 融 
合 し て いく 統合 的 アプ ロー チ も 大 変 重要 で す 。 ICMG 
Group は 、 創 業 か ら 一 貫 し て 持続 成長 Sustainable 
Growth) に 視点 を 置き 、 財務 資本 だ け で な く 非 財務 
資本 (Intellectual Capital) も 包括 的 に 捉え た 未来 
共 創 パー トナ ー (Co-Creation Partner) と し て 事業 
を 進化 させ て きま し た 。 ELT. アジ ア を 中 心 と する 
グロ ー バ ル で イン パク トイ ノ ベ ペー ショ ン の 先行 投資 ・ 
先行 開発 を 行い 、 未来 実装 ・ 社 会 実装 を 行 つ て いま 
す 。 新しい 時 代 に 向け た グラ ンド デザ イン を 、 ICMG 
Group と 共に 描き まし よう 。 
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Social Transformation 


この 島 に 明か り を 灯す 


o? @e。 
eg@@ gt 
Partners 


CLEANGRID 


フィ リピ ン ・ パ ラワン 島 に お ける 
持続 可能 な コミ ユニ ティ の 未来 


ICMG Group は 、 TEPCO PowerGrid お よび 
WEnergy Global と 共に ジョ イン トペ ンチ ヤー 
「CleanGrid Partners (以下 、 CGP)」 を 設立 し まし 
た 。 同社 は オフ グリ ッ ド の 電力 イン フラ へ の 投資 と 運 
営 に 携わっ て お り 、 クリ ー ン で 安定 し た 手頃 な 電気 を 
通じ て 地域 の コミ ュ ニ ティ を 電化 し て いま す 。 


CGP の 実績 と し て 象徴 的 な も の の 一 つが 、 フ ィ リ ピ 


ン ・ パ ラワン 島 の 町 を 電化 し て 住民 の 生活 を 向上 させ 、 


コミ ュ ニ ティ 開発 に 取り 組む サバ ンプ ロジ ェクト で す 。 

CGP は この プロ ジェ クト に お いて 2.4MW の ハイ ブ 

リッ ド 発 電 所 、14km の スマ ー ト グリ ッ ド を 開発 ・ 展 

開 し 、 パ ラワン 州 カ パ ユ ガン ・ パ ラン ガイ に ある サバ 
ン の 町 の 成長 と 発展 を 促し て きま し た 。 


経済 成長 を 促す と 同時 に 、 環境 へ の 配慮 も 欠か すこ 
と は あり ませ ん 。 美 し い 自然 に 囲ま れ た この 町 は 、 
ユネ スコ の 世界 遺産 に 登録 され た 河川 も ある 人 気 観 
光 ス ポッ ト で も あり ます 。 サバ ンプ ロジ ェクト に お いて 
は この 美しい 自然 を 守る た め 、 サス テ ナ ビ リティ お よ 
び 環 境 面 に お ける 厳しい イン パク ト ア セス メン ト を 実 
施し 、 不 必要 な 環境 破壊 を 回 避 し まし た 。 
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また 、 こ の プロ ジェ クト で 地域 が 電化 され た こと に より 、 
20 年 間 で 地域 の CO。 排出 量 を 21,415 トン 削減 で 
きる と 推定 され て いま す 。 


この プロ ジェ クト に より 、 地域 の 人 々 の 生活 に も ポジ 
ティ ブ な 変化 が 訪れ まし た 。 安定 し た 照明 が 使え る こ 
と で 、 夜 の 時 間 帯 に お いて も 安全 な 生活 を 送れ る よ 

うに な り ま し た 。 学生 は 学習 時 間 が 増え 、 町 の 商店 

な ご ど を 含め た ロー カル ビジ ネス も 営業 時 間 を 延長 する 
こと が で き 、 人 々 の 活動 自体 が 豊か で 多様 に な り ま し 
た 。 これ まで 600 世帯 お よび 50 の ロー カル ビジ ネ 

ス が サバ ンプ ロジ ェクト を 通し て 、 さま ざま な コミ ュ ニ 
ティ 活動 に 参加 し 、 地域 の 生活 改善 に 繋が る 取り 組 

み が 生 まれ て いま す 。 


CGP が 建設 し 運営 し て いる マイ クロ グリ ッ ド サイ ト 


フィ リピ ン の プエルト プリ ン セ 市 長 と 
町 の 未来 に つい て ダイ アロ グ 


また 、 電気 を 供給 する 以外 に も CGP は 自治 体 や 行 

政 と 継続 し て 環境 保護 の た め の プ ラン を 開発 し 、 地域 
が 直面 する さま ざま な 課題 解決 に 向け て コミ ュ ニ ティ 
を サポ ー ト し て いま す 。 具体 的 に は SDGs の 視点 と 関 
連 し た 以下 の よう な 実績 を 積み 重ね 、 地域 と 向き 合 

い 続 け て いま す 。 


・ 開 発 プ ロジ ェクト の 運用 要件 に より 、 失わ れ た 木々 


の 再 植樹 ・ 移 植 。 但 SDG 11 @SDG12 @SDG 13 


・ 合 風 で 自宅 が 被害 に 遭っ た 人 た ち へ 食料 と 避難 所 
を 提供 @SDG3 @SDG6 


Atem S. 般 橋 元 
Ramsundersingh ICMG Group, 
WEnergy Global CEO Group COO 
CGP Co-Founder CGP Co-Founder 


パラ ワン 島 の ロー カル スク ー ル の 子供 た ちと 


・ 台風 で 被害 を 受け た 地元 の 学校 へ 事務 所 と 学用品 
を 提供 @SDG 3 


・ 日 本 企業 お よび サバ ン の 地域 住民 と の 交流 
(地元 の 学校 、 ビ ジネス や 自宅 訪問 な ど を 含む ) 
@ SDG 4 


・ 新 た な ビジ ネス アイ ディ ア の 発掘 や 、 日 本 企業 と 
提携 する 機会 を 創り 出す こと で 、 ロー カル ビジ ネス 
を 活性 化 @SDG8 @SDG9Y 


これ か ら も 責任 ある イン フラ の 構築 や コミ ュ ニ ティ 
強化 の た め の さ ま ざ ま な 活動 を 通じ 、 良質 で 持続 可 
能 な ビジ ネス や 、 未来 に 向け た 新た な チャ ンス を 地域 
の 方 々 と 共に 生み 出し て いき ます 。 


6000 HEALTH QUALITY 
AND WELL-BEING EDUCATION 


Ll 
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Social Transformation 


Cross Talk 
山梨 か ら 始ま る 
拡がる 
地域 共 創 の 輪 
地元 ・ 山 梨 へ の 思い 


* 清水 氏 : 

山梨 県 は 、 美しい 富士 山 や 南ア ルプ ブス 、 八ヶ岳 な ど 
の 山々 、 そこ か ら 湧 き 出る 綺麗 な 水 、 そ の 水 で 育つ 
果樹 が 特徴 の 風光 明 婚 な 土地 で す 。 あ まり 知ら れ て 
いま せん が 、 晴 天 日 数 が 多く 災害 が 少な いと いう 長 
所 も あり ます 。 県 民 は 「 甲 州 商 人 」 と いう 言葉 も ある 
よう に 、 パ イタ リティ の ある 気質 の 人 が 多い で す 。 ま 
た 、 時 代 に 合わ せ て 武具 、 袋物 、 ハ ンド バッ ク と 生産 
品 を 変化 させ る な ど 、 守る べき 伝統 を 大 切 に し な が ら 
も 、 顧客 の 嗜好 に 合わ せ て ビジ ネス を カス タマ イズ す 
る 強み も 持つ て いま す 。 
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富士 山 
フュ コー チ ヂ チャー セン ター 


(ICMG Group, Group CEO) 


この よう な 強み を 持つ 山梨 県 で す が 、 現在 、 産業 消 
費 の 中 心 が 東 京 か ら 他 アジ ア 諸 国 に 移っ た こと に よ 
る 産業 構造 の 変化 へ の 対応 や 、 観光 客 の 増加 に よ 
る オー バー ツー リズ ム と いつ た 課題 に 直面 じ て い ます 。 
今 こそ 山梨 県 の 持つ 知恵 と 行動 力 を 活か し て 長期 的 
な 戦略 の も と に 行動 を し て いく 必要 が あり ます 。 

「 戦 略 は スト ー リ ー、 戦術 は キヤ ステ ィング 、 戦闘 は ス 
ピリ ッ ト 」 で す 。 ま ず は 私 た ち で 大 き な ビ ジョ ン を 描い 
た うえ で 、 具体 的 な 人 、 方 法 、 期限 を 定め て 実行 に 
移し て いか な けれ ば な り ま せん 。 ICMG Group は ア 
ジア の 未 電化 地域 の 発展 を 実践 し て きた 会 社 だ か ら 
こそ 、 こ の 富士 山 の 麓 の 場 で 共に 手 を 携え る こと に し 
まじ だ 3 


清水 氏 と 船橋 の 対談 風景 


山梨 県 で 実現 し た いこ と 


* 清水 氏 : 

山梨 県 民 は 何事 も 自分 自身 で や り 切 ろう と する あま 
り 、 山梨 の 持つ 価値 は まだ 3 割 程度 し か 開花 し て い 
な いと 考え て いま す 。 ICMG Group が 新た に 設立 
する 富士 山 フ ュー チャ ー セ ンタ ー で は 、 水 素 や モビ ピリ 
ティ 、 観光 と いつ た さま ざま な 専門 家 が 集い 、 領域 を 
超え て 手 を 携え る こと で 、 地域 の 発展 に 向け て 各々 の 
専門 性 が 真 に 発揮 され る 場 を 創り ます 。 富士 山 フュ ー 
チャ ヤー センター を 通し て 地域 内 外 の ステ ー ク ホル ダー 
と 連携 する こと で 、 山梨 県 は 本 来 の 価値 を さら に 発揮 
で きる よう に な り ま す 。 こ うい つっ た 取り 組み を 求め て 
いる 地域 は 他 に も 多く あり 、 山梨 県 と ICMG Group 
の 取り 組み が 上 手 く いけ ば 、 この 波 は 日 本 、 ひい て 
は 世界 に 拡がっ つて いく と 確信 し て いま す 。 


* 船橋 : 

清水 さん と 同じ く 、 私 も 富士 山 フ ュー チャ ー セ ンタ ー 
で の 取り 組み は 、 持続 的 な 地域 発展 の モデ ルケ ー 
ス に な る と 考え て いま す 。 ICMG Group は 創業 以 
来 一 買 し て 、 人 的 資本 か ら の 価値 創造 を ベー ス と し 
た 「 知 的 資本 経営 」 を 唱え 続け て きた 会 社 で す 。 S 
まで は 企業 変革 を 主として いま し た が 、 フィ リピ ン の 
パラ ワン 島 の 未 電化 地域 に マイ クロ グリ ッ ド を 導入 
し た 取り 組み に よ つ て 、 民 間 地 域 に も 私 た ちの 意志 
(Willpower) を 実装 で きる と 実感 し まし た 。 日 本 に 
は 素晴らし い 知 的 資本 が 豊富 に あり ます が 、 地域 に 
ある 自然 ・ 文 化 資 産 は まだ 価値 と し て 花開い て いな 
い 現 実 が ありま す 。 私 た ち が 唱 える 知 的 資本 経営 と 
本 質 的 に 同じ 哲学 の も と 活動 され て きた 清水 さん と 
の 出会い を 契機 に に どう や っ て 地域 の 潜在 的 な 価値 
を 掘り 起こ し て 、 最高 の 仲間 を 作っ つて いく か を 共に 考 
えて いま すず 。 そし て 、 守 士 山 フ ユー チャ ー セ ンタ ー で は 。, 
地域 経済 の 循環 モデ ル を 構築 する 場 と し て 活動 し て 
参り ます 。 


青木 ヶ 原 樹海 を 活か し た ICMG Group メ ン バ パー の 


Leadership Journey 


これ か ら 共 に 
Willpower の 森 を 創る パー トナ ー へ 


* 清水 氏 : 

言 3 与 未 C 志 夺 《、 乙 0O 取 已 组 办 亿 示 地 域 D 皆 玄 包 0 纳 
得 と 協力 が 不可 欠 で す 。 その た め に も 、 な る べく 早期 
に 私 た ちの スト ー リ ー を 皆さん に 丁寧 に 説明 し 、 合 意 
形成 し て いき ます 。 


* 船橋 : 

少子 高齢 化 を は じ め 、 社 会 全体 で 解決 すべ き 大 き な 
課題 が 出 て き て いる 中 、 どの よう な パー パス で 会 社 、 
地域 、 自治 体 が 存在 する の か が 問わ れる 時 代 に な っ 
て いま す 。 会 社 が 単独 で で きる こと は 限ら れ て いる の 
で 、 地域 や セク ター を 超え た 複数 の ステ ー ク ホル ダー 
が 力 を 携え 、 最適 な 配役 で 共通 の パー パス (社会 的 
価値 ) を 実現 し て いく 必要 が あり ます 。 そ の 実現 の 場 
と し て 富士 山 フュ ー チ ャ ー セ ンタ ー が 存在 し て いま す 。 
私 た ち ICMG Group は 、 常に 意志 (Willpower) 
を 持つ て や り 切 る 姿勢 を 持ち 続け て きた 自負 が あり ま 
す 。 だからこそ 、 今回 清水 さん を は じ め 山 梨 県 の 未 
来 を 考え る 理 さ ま と 共に 活動 で きる こと を 大 変 光 栄 に 
思っ て いま す 。 これ か ら こ の 取り 組み に 携わっ て くだ さ 
る 皆さま も 「 必 ず 社 会 に と っ て 価値 の ある も の を 実装 
する 」 と いつ 志 を 持つ て 、 共に Willpower の 森 を 創 つ 
て いき まし よう 。 
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Transtormation 


ICMG の 菊池 が 、 気 候 変動 を 思い 各地 を 回 る 途中 の アラ スカ で 見 た 森 と 生物 多様 性 


Green Transformation 


Interview with our Partner 


コン クリ ー ト x Bi CHRREBRAS 
DAC 技 術 を 活用 し た 新た な 生産 体制 


ネガ ティ ブ エ ミ ッ シ ョ ン は ネッ ト ゼ ロ を 達成 し 、 ひい て 
は 地球 、 社 会 、 企業 を 存続 する 上 で 必要 不可 欠 で す 。 
ICMG Group は 、 ネガティブ エミ ッ シ ョ ン 技 術 で あ 
る DAC を 商用 実装 で きる 日 本 唯一 の 存在 (2024 


年 7 月 現在 ) と し て 、 DAC 技術 を 日 本 企業 に 展開 し 、 


商用 実装 する 取り 組み を 進め て いま す 。 
その 象徴 と な る プロ ジェ クト の 一 つが 、 BEBE 
ンク リー ト 株 式 会 社 と の プロ ジェ クト で す 。 この プロ 


eF 祥 弘 氏 
( 會 澤 高 圧 コ ンク リー ト 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 ) 
プロ フィ ー ル 


1965 年 北海 道 静 内 町 ( 現 ・ 新 ひだ か 町 ) 生 まれ 。 BBL 
コン クリ ー ト 株 式 会 社 3 代目 社長 。 中 央 大 学卒 業 後 、 日 本 
経済 新聞 社 に 入社 。12 年 間 の 記者 生活 で は 米州 編集 絵 
局 ( ニ ュー ヨー ク ) 駐 在 な ど を 経験 。1998 年 、 家 業 で ある 剣 
澤 高 圧 コ ンク リー ト に 入社 。 旧 態 依然 と し た 業界 に 激震 を 
走ら せ た 無人 ネッ トワ ー ク 型 プ ラン ト の 創設 を 主導 する な 
ど 、 次 々 と イノ ベー ショ ン を 起こ す 。 2008 年 より 現職 。 現 
在 は 真 の 老舗 企業 に な る べく 、4 代 目 に バトン を 渡す 準備 
を 進め て いる 。 
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ジェ クト は 、 DAC 技術 を 用 いて 大 気 中 か ら 回 収 し た 
CO, を コン クリ ー ト の 生産 プロ セス に 有効 利用 する 
こと に より 、 ネガ ティ ブ エ ミ ッ シ ョ ン 効 果 を 実現 する 
画 期 的 な も の で す 。 今回 、 さ ま ざ ま な 革新 的 な 取り 
組み で 業界 を リー ド し 、 ICMG Group と 共に 脱 炭 素 
の 未来 像 を 描く 、 合 澤 高 圧 コ ンク リー ト 株 式 会 社 代 
表 取 締 役 社長 凛 澤 祥 弘 氏 に お 話 を 伺い まし た 。 
(聴き 手 : ICMG 執行 役員 GX 領域 担当 菊池 英俊 ) 


脱 炭 素 の 未来 に つい て 語る 人 久 澤 氏 


Y 
Wf ググ 


脱 炭 素 を 経営 方 針 の 第 一 に 掲げ て いる 理由 


Ot: 
『 脱 炭素 第 一 4 を 経営 の モッ トー に 掲げ て いま す が 、 
その きっ か け は 何で し ょ うか ? 


ポル ト ガ ル の リス ボン で 開催 され た Web Summit 
2019 へ の 参加 が きつ か け で し た 。EU 最大 の テッ ク 
イベ ント で 、 カ ン フ ァ レ ンス の テー マ も 多岐 に 渡っ て 
いる の で す が 、 どの ブー ス で も CO, の 話 を し て いた の 
で す 。 例え ば アパ レル メー カー の 人 は 「 う ちの 系 は こ 
うい う 工 程 で 作ら れ て 、 CO, 発生 量 は これ だ け ・・」 
な ど と 、 どこ の ブー ス を 覗い て も CO, Osh. 分 野 を 超 
えた 最大 関心 事 が CO。 に な つて いた の で す 。 「 こ れ 
は キヤ ツチ アッ プ し な いと や ば い 」 と 、 自分 が 見 て い 
た 視界 の 外 で 、 脱 炭素 と ヨー ロッ パ が 軸 に な つて いる 
こと に 気がつい た わけ で す 。 


業界 の イノ ペー ショ ン を 牽引 する RDM 拠 点 
~ LW Ly i a a 


※1 自己 治癒 コン クリ ー ト 「 パ ジリ スク 」 

パ バクテリア の 代謝 機能 を 活用 し て 「 ひ び 割 れ 」 を 自己 治 
癒す る コン クリ ー ト 技術 。 オラ ンダ ・ デ ルフ ト 工 科大 で 開 
発 され た 基礎 技術 を も と に 、 會 澤 高圧 コン クリ ー ト 株 式 
会 社 が 商品 化 。 2023 年 に は 第 9 回 「 も の づく り 日 本 大 


Q2: 
脱 炭 素 が 日 本 で は そこ まで は 話題 に な っ て いな い 頃 
で すね 。 


まっ た く 誰 も 、 そん な 話 を し て いま せん で し た 。 
翻っ て 、 自分 た ちの 産業 、 ヤ メン ト や コン クリ ー ト の 
立ち 位置 を 見 返す と 、 まず いこ と に 気が付く わけ で す 。 
日 本 で は 、 製造 業 の CO。 排出 量 は 全体 の 3 割 強 。 
セメント ・ コ ンク リー ト 産 業 は 製造 業 で 2 番目 、 全 
体 の 5 ~7% も の CO。 を 排出 し て いま す 。 そ の 事実 
を 突き つけ られ て 、 脱 炭素 経営 に 取り 組ま な けれ ば 、 
私 た ちの 産業 の 存在 自体 が 問わ れる こと に な る と 思 
いま し た 。 また 、 環境 経営 に し つか り 取 り 組ん で いる 
企業 は リタ ー ン (配当 と 株 価 上 昇 幅 ) が 大 きい こと が 
研究 で も 明らか に な つて いま す 。 も うそ うい う 時 代 に 
な っ て いる ん だ 、 と 認識 が 根本 か ら 変 わり まし た 。 


その 頃 、 自己 治癒 コン クリ ー ト 「 パ ジリ スグ ク 」※" 

の ロー ンチ が 近く な っ て いた こと も あり , ! バジ リズ 
ク 」 の 量産 開始 お よび ロー ンチ 日 を 『 脱 炭素 第 一 / 
Decarbonization First』 の Day1 と し て 掲げ まし た 。 
バジ リス ク の マー ケティング と 紐 付け 、 既存 の コン ク 
リー ト は 延命 する 。 新しい も の は 壊れ な いよ うに する 。 
つま り 、 将来 の セメント や コン クリ ー ト の 需要 を 減ら 
す 方 向 に 経営 を シフ トチ ェ ン ジ す る 。 我 々 が 目指 す 脱 
炭素 経営 は 、 従来 の 産業 の 在り 方 の 創造 的 破壊 で す 。 


他 に も 、 廃 プ ラス チッ ク を コン クリ ー ト 素材 の 一 部 と 
し て リサ イク ル 利 用 する 技術 、 コン クリ ー ト 3D プリ 
ンタ ー、 蓄電 コン クリ ー ト と いつ た 最 先端 の 技術 に つ 
いて も 、 マ サチ ュー セッ ツ 工 科大 学 (MIT) や デル フ 
上 工科 大 学 (TU Delft) な どの 産学 協力 を テコ に 導 
AL, 商品 開発 し て いま す 。 


Green Transformation 


コン クリ ー ト の 自己 治癒 プロ セス 


O3: 


我々 が 目指 す 

脱 戻 素 経 営 は 、 
従来 の 産業 の 在り 方 
の 創造 的 破壊 で す 


イノ ベー ショ ン を 次 々 に 形 に し て いく 原動力 は 何で し よう か ? 


創業 者 は 「 コ ンク リー ト 以 外 の こと は や る べから ず 」 
と いう 家訓 を 残し まし た 。 

私 は それ に 従 つ て いる の で 、 余計 な こと を 考え ず に 済 
お む わ け で す 。 新た な テク ノロ ジー を コン クリ ー ト と 掛 
け 算 する 。 イン ター ネッ ト が 出 て きた 時 も 、 コン クリ ー 
ト と 掛け 算 し て 何 が 起き る か を 考え 、 無人 の 生コン ク 
リー ト プ ラ ント を イン ター ネッ ト に 繋い で 遠隔 制御 する 
「OOPS!」 を 実現 し まし た 。 コン クリ ー ト と 他 の テク 
ノロ ジー と 掛け 算 し て 新しい こと を 生み 出す それ が 
私 の や り 方 で す 。 
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また 、 新しい 知見 や テク ノロ ジー を 業界 の 革新 に 
繋げ て いく こと が 重要 で す 。 そこ で 、 aNET ZERO 
Initiative と いう 業界 の GX 政策 集団 を 2022 年 に 
立ち 上 げ 、 参加 企業 は 2024 年 5 月 時 点 で 52 社 に 
な り ま し た 。 これ だ け の 会 社 が 集まっ た こと で 業界 の 
雰囲気 も 変わ りつ つ あ り ま す 。 

各社 は IPCC (Intergovernmental Panel on 
Climate Change) の 目標 で ある 2050 年 ネッ ト ゼ 
口 を 前 倒し で 達成 する 期限 付き の コミ ッ ト メ ント を 掲 
げ 、 地道 な 削減 努力 の 記録 を プロ ッ ク チ ェ ー ン 上 に 記 
録 す る 仕組 み を 開発 し 、 NFT ※2 で 施主 や 建設 事業 
者 に 提供 する プラ ッ ト フ ォ ー ム を 動か し て いま す 。 


※2 NFT:Non-Fungible Token 非 代 替 性 トー クン 


脱 炭素 経営 は プラ ス 効 果 し か な い 


Q4: 
脱 炭 素 経 営 へ の 完全 シフ ト に より 、 プ ラス ・ マ イナ ス 
影響 は それ ぞ れ どの よう に 出 て いま すか ? 


脱 炭 素 経営 は プラ ス の 影響 し か あり ませ ん 。 新しい 
技術 や 取り 組み が 顧客 に 評価 され 、 案件 も 増え て 
いま す 。 例え ば 、 北 海道 の 新幹線 の トン ネル 工事 や 、 
世界 の 注目 を 集め る 最新 鋭 の 工場 建設 の 案件 で も 、 
私 た ちの 脱 炭 素 の 取り 組み が 評価 され 採用 され まし 
た 。 ここ で も 低 炭 素 商品 が 採用 され て いま す 。 

我々 の 産業 が 脱 炭 素 を 進め る こと で 、 他 の 産業 に も イ 
ン パ クト を 与え る こと が で きま す 。 特に 、 セメント や コ 
ンク リー ト 業 界 は 、 他 の 業界 に 比べ て も 多く の CO, 
を 排出 し て いま す 。 だ か ら こ そ 、 脱 炭素 経営 を 進め る 
こと が 重要 で す 。 


=z 一 
mi i oe 本 
NET ZER® 
第 四 回 経営 者 会 議 


FT 


Je 
m8 


DAC に よる ネガ ティ ブ エ ミ ッ シ ョ 
ン 効 果 も 取り 込む 


O5: 
DAC の 活用 方 法 と 今後 の 展望 を お 聞か せく だ さい 。 


近年 、 施 主 側 の 要求 も 大 きく 変化 し て いま す 。 特に 
Scope3※ の 削減 が 意識 され 、 環境 に 配慮 し た 製品 
(グリ ー ン コン クリ ー ト ) が 選ば れる よう に な つて いま 
す 。 Aircapture 社 (ICMG Group の 戦略 パー トナ ー) 
の DAC 装置 を 生産 プロ セス に 組み 込み 、 大 気 中 か 
ら 回 収 し た CO, を 炭酸 カル シウム の 生成 に 使う (B 
METS) こと で 、 大 気 中 の CO, を コン クリ ー ト に 固 
定 化 させ ます 。 それ に よっ て 、 大 気 中 の CO。 の 削減 
に 繋が る だ け で な く 、 コン クリ ー ト 自体 の 強度 も 向上 。 
コン クリ ー ト の 製造 プロ セス を 変え る 取り 組み に な る 
と 期待 し て いま す 。 

そし て 、 我 が 社 が 先例 と な り aNET ZERO Initiative 
の 参加 各社 に DAC 装置 の 導入 を 呼び か け て いき ま 
す 。 その後 、 全 国 の コン クリ ー ト 会 社 へ の 導入 支援 を 
広げ 、 業界 全体 で 脱 炭 素 化 に 向け た 取り 組み を 進め 
て 行き た いと 考え て いま す 。 


※Scope 3: 事業 者 が 排出 し て いる 温室 効果 ガス の サ プ 
ライ チェ ー ン 総 排出 量 か ら 、 Scope1 (燃料 の 燃焼 な ど に 
よる 自社 で の 直接 排出 量 ) と Scope2 (他社 か ら 供給 さ 
れ た エネ ルギー 使用 に 伴う 間接 排出 量 ) を 除く 、 間接 排 
出 量 の 全体 を 指し て Scope3 排出 量 と いう 。 Scope3 排 
出 量 に は 、 原料 製造 ・ 輸 送 ・ 配 送 ・ 従 業 員 の 通勤 や 移動 、 
製品 の 使用 に よる 排出 や 廃棄 物 の 輸送 や 処理 な ど 、 広範 
な 対象 の 排出 量 が 含ま れる 。 
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ネクス ト 経 済 大 国 へ の 投資 と 共 創 で 
日 本 の ポテ ン シ ャ ル を 開花 させ る 


イン ド や アジ ア を は じ め と する ネクス ト 経 済 大 国 は 著 し 
い 速 度 で 成長 し て お り 、 IMF に よる と 、2025 年 に は 、 
イン ド が 名 目 GDP で 日 本 を 抜き 、 世界 4 位 に な る と 
予想 され て いま す 。 こ うし た 市 場 で は 、 グロ ー パ ル な 投 
資 家 や 事業 会 社 が 活発 に 活動 し て お り 、 オポチュニティ 
が 豊富 に ある 一 方 で 、 日 本 資本 の 流入 比率 は 数 % に 留 
まっ て お り 、 米国 や 英国 、 シ ン ガ ボー ル 、 中 東 に 大 きく 
水 を 開け られ 、 市 場 の 成長 性 を 日 本 国内 に 上 手 く 取り 
込め て いな い 現 実 が あります 。 ICMG Group は 、 

日 本 企業 の 先 駅 け に な っ つて ネクス ト 経 済 大 国 の スタ ー ト 
アッ プ に 投資 を 行い 、 Sequoia Capital や Google な 
ど グ ロー パル トッ プ の 投資 家 と パー トナ ー シ ッ プ を 結び 、 
エコ シス テム を 築い て 参り まし た 。 こ うし て 築い た エコ 
シス テム と 日 本 企業 の 知 的 資本 を 掛け 合わ せる こと で 、 HAA 元 

日 本 各地 の 秘め た ポテ ン シ ャ ル を 花 開 さ せ 、 世界 に 誇 ICMG Group, Group COO 
れる NIPPON を 描け る と 信じ て いま す 。 ICMG Ventures CEO 
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ICMG 共 創 フ ァ ン ド の 出資 先 で ある イン ド の 代替 医薬 プラ ッ ト フ ォ ー マ ー 最 大 手 NirogStreet の ニュ ー デ リー オフ ィ ス に て 


世界 と 日 本 を 繋ぐ 


スタ ー ト アッ プ エ コ シス テム の 構築 


ICMG 共 創 ファ ンド で は 、Sequoia Capital や 
Tiger Global, Google な ど 、 グロ ー バ パル で 共 創 
を 推進 する 上 で 必要 不可 欠 で ある 、 大 手機 関 投資 
家 、 事 業 会 社 、 金 融 機関 て パー トナ ー シ ッ プ を 組ん 
CUES. また 、 優れ た スタ ー ト アッ プ 案 件 を 発掘 
する 上 で 欠か せな い エ ンジ ェ ル ネッ トワ ー ク と し て 、 
9Unicorns や We Founder Circle、 IPV な どの イ 
ンド や アジ ア 発 の ペン チャ ー キ ャ ピタ ル と の 連携 も 強 
化し て お り 、 投資 先 企業 の パリ ュー アッ プ に 資す る ス 
ター ト ア ッ プ エコ シス テム の 構築 に 力 を 入れ て いま す 。 
PCH. ネクス ト 経 済 大 国 で ある イン ド は 、 現時点 で 
115 社 超 の ユニ コー ン 企 業 を 創出 し て お り 、 彼 ら の 合 
計時 価 総額 は 、 既に 560 兆 円 に 達し て いま す 。 


私 た ち は 急 速 に 成長 し て いる イン ド で 、 スタ ー ト アッ プ 
や 事業 に 投資 する だ け で な く 、 イン パウ ンド 、 アウ ト 
パウ ンド の 両方 で 、 日 本 企業 の 価値 創造 を 支援 し て 
いま す 。 


投資 と 共 創 を 通じ て 、 起業 家 の 市 場 に 対す る 深い 理 
解 や スタ ー ト アッ プ の 先進 的 な ビジ ネス モデ ル と 、 日 
本 企業 が 有する ノウ ハウ や 技術 な どの 知 的 資本 を 掛 
け 合 わせ て 、 新た な 事業 を 生み 出し て いま す 。 日 本 の 
商 材 を イン ド や アジ ア の プラ ッ ト フ ォ ー ム に オン ボー 

ディ ング させ 、 海 外 展開 を 推進 する な ど 、 日 本 企業 と 
共 創 の エコ シス テム を 拡大 し て 参り ます 。 
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戦略 提案 だ け で 終わ ら な い 
スタ ー ト アッ プ エ コ シス テム を 活用 し た 


ICMG 共 創 ファ ンド を 通じ た グロ ー バ ル な エコ シス テ 
ム の 構築 と 価値 創造 は 、 地域 経済 の 新興 や 社会 的 
課題 の 解決 、 国際 社会 と の 連携 を 推進 する 重要 な 取 
り 組 み で す 。 グロ ー バ パル に 活躍 する スタ ー ト アッ プ が 
持つ 先進 的 な アイ ディ ア や 技術 と 、 日 本 企業 ・ 地 域 


清水 喜彦 

ICMG Group 顧問 

元 三井 住友 銀行 代表 取締 役 副 頭 取 
元 SMBC 日興 証 券 代表 取締 役 社長 


海外 展開 支援 


2023 年 より 消費 財 メ ー カ ー の イン ド 市 場 開拓 を 支 
援 し て お り 、 投資 先 の イン ド の ヘル スケ アス ター ト ア ッ 
プ NirogStreet が 持つ オン ライ ンプ ラッ ト フ ォ ー ム を 
活用 し た 販路 開拓 を 支援 し て いま す 。 ま た 単なる チャ 
ネル 開発 に 留まら NirogStreet を 起点 に 、 輸入 
事業 者 や 規制 対応 エキ スパ ー ト 、 現地 の 大 手 金融 機 
関 な ど 、 さま ざま な パー トナ ー と 繋が り 、 当 メー カー 
の 現地 で の 関係 資本 の 強化 を 支援 し て いま す 。 加え 


トマ ー ケ ティ ング や カン ファ レン ス も 開催 し て いま す 。 

実際 に 商品 に 触れ て も らい 、 意見 交換 を 重ね る こと で 、 
提供 価値 や ター ゲッ ト 、 価 格 を 定め て いき ます 。 戦略 
を 描い て 終わ る の で は な く 、 市場 と 直接 対話 を し な が 


いま す 。 そ うし た リア ル な 事業 開発 を 当 メ ー カ ー の 経 
営 陣 と 共に ワン チー ム で 推進 する こと で 、 彼ら の 当 事 
者 意識 を 揺 き 立 て 、 さらに 彼ら が ハブ に な る こと で 、 


が 持つ 知 的 資本 の 共 創 に より 、 日 本 経済 や 各地 域 が 
活性 化 さ れる と 考え て いま す 。 


て 、 消 費 者 や 有識者 、 パ ー ト ナー 候補 を 集め た テス 挑戦 する マイ ンド を 全社 的 に 醸成 する こと に 寄与 し て 
いま す 。 


地域 コミ ュ ニ ティ の 
クウ デー バン に に 
深く コミ ニ ツ ト す る 


イン ド の 方 々 へ の 商品 試供 ・ 意 見 交換 を 通じ た 、 
リア ル な テス トマ ー ケ ティ ング の 様子 


ICMG Group の 投資 先 一 例 


$8 Apnaklub oe smn E Rololicom ficstree Showroom 


& twid「 は BEN & GAWS (=) SAVEG 4 ん MedEgsy Uff HISHAB qlue 


CikPhama 人 AMO  weounorec: コメ IL © invostetiar 


Gm of Happiness 


A MILIZE TORANoTEc aq ny. AOS DATA Anamne fe BPM 
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木川 眞 

ICMG 社外 取締 役 

ヤマ ト ホ ー ル ディ ング ス 特別 顧問 
セブ ン 銀 行 社外 取締 役 

肥後 銀行 社外 取締 役 


成長 著しい スタ ー ト アッ プ の ビジ ネス モデ ル や 技術 と 、 
日 本 企業 の 知 的 資本 を 掛け 合わ せる ICMG 共 創 ファ 
ンド の 価値 創造 活動 は 、 日 本 が 秘め る 潜在 能力 を 開 
花 さ せ 、 国際 競争 力 を 高め る 社会 的 意義 の ある 取り 

組み と 考え ます 。 また 、 地域 に 眠る 価値 を そこ に 掛け 
合わ せる こと で 、 地域 経済 の 活性 化 や 地域 イノ ペー 

ショ ン の 創出 に も 繋が る こと を 期待 し て いま す 。 


佐藤 良治 

ICMG 執行 役員 

Chief Strategic Development Officer 
元 日 立 キ ャ ピタ ル 執行 役 

元 日 立 キ ャ ピタ ル 証 券 取締 役 社長 


スタ ー ト アッ プ の 成長 の 源泉 で ある 知 的 資本 に 関す る 
豊富 な 経験 と 知見 を 有する ファ ンド は 、 世 の 中 に 多く 
あり ませ ん 。 そ うし た 知 的 資本 に フォ ー カ ス を 当て な 
が ら 、 日 本 の 大 企業 と の 新た な 価値 創造 を 支援 する 
ICMG 共 創 ファ ンド は 、 こ れ ま で あり そう で な か っ た 
投資 スタ イル で あり 、 ユニ ー ク な ポテ ン シ ャ ル を 秘め 


て いる と 思い ます 。 
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出資 を 通じ 国境 を 越え て 
地域 を エン パワ ー メ ント 


ICMG Ventures は イン ド に 拠点 を 置く 革新 的 

な Direct to Consumer プレ ミア ム 食 品 ブ ラン ド 、 
Anveshan へ の 投資 を 行い まし た 。A2 ギー と 呼ば 
れる オー ガニ ッ ク バ ター オイ ル や 伝統 的 な 製法 を 用 
いた 木 搾り の 料理 用 油 を 含む 優れ た 製品 群 を 提供 し 
て いる D2C スタ ー ト アッ プ で す 。 地域 コミ ュ ニ ティ の 
エン パワ ー メ ント に 深く コミ ッ ト し て お り 、 原材料 の 生 
産 か ら 加 工 ま で を 管理 し 、 地 元 農家 を 支援 し 、 地 方 
で の 雇用 機会 を 大 幅 に 増加 させ て いま す 。 近年 の イ 
ンド に お ける 健康 志向 の 高まり と デジ タル ネイ ティ ブ 
ブラ ンド の 人 台頭 か ら 、 Anveshan ブラ ンド の 広がり が 
期待 され て いま す 。 著名 ドキ ュ ユメ ンタ リー 番組 に Anveshan の 経営 陣 が 登場 


イン ド 大 使 館 に て 駐日 イン ド 大 使 Sibi George 氏 と 
ICMG Group CEO, COO で 対談 N ufe 
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経済 産業 省 か ら の 特例 の 取得 


これ まで の 海外 スタ ー ト アッ プ と 日 本 企業 の 連携 支援 
の 実績 や 海外 スタ ー ト アッ プ へ の 投資 実績 を 経済 産 
業 省 か ら 認め られ 、2023 年 4 月 に 国内 2 例 目 の 事 
業者 と し て 海外 投資 規制 の 特例 を 取得 し まし た 。 これ 
に より 、 50% を 超え る 範囲 で 海外 企業 に 投資 で き な 
いと いう 規制 に 縛ら れ ま グロ ー バ ルス ケー ル で スタ ー 
ト ア ッ プ と 大 企業 の 伴走 支援 を 行う こと が 可能 と な り 
ます 。 本 特例 を 取得 し た 先進 的 ファ ンド で ある 実績 を 
評価 され 、 定 期 的 に 経済 産業 省 と の 意見 交換 の 機会 
を 持ち 、 国 内 ファ ンド の グロ ー バ ル 投 資 政策 へ の 提 
言 も 行 つて いま す 。 ICMG 共 創 ファ ンド 出資 先 Olue の サー ビス を 見 学 


再生 医療 の さら な る 発展 を 
共 創 ファ ンド 出資 先 の IPO を 達成 


ICMG 共 創 フ ァ ン ド の 投資 先 、 株式 会 社 ケ イフ ァ ー マ 
が 2023 年 10 月 17 日 に 東証 グロ ー ス 市 場 に 上 場 
し 、 IPO を 達成 し まし た 。 ケイ ファ ー マ で は 、 希少 疾 
患 を 持つ 患者 の 細胞 か ら 作 製 し た 「 疾 患 特 異 的 iPS 
細胞 」 で 病態 モデ ル を 再現 し 、 治 療 薬 を 開発 する iPS 
創 薬事 業 と 、 脊髄 損傷 な どの 神経 領域 に iPS 細胞 を 
投与 する 再生 医療 事業 を 行っ て お り 、 不治の病 に 解決 
策 を 打ち 出す 社会 的 意義 の 大 きい 事業 で す 。 ICMG 
Group は 将来 的 な 再生 医療 事業 の 確立 に 向け 、 バ 
リュー チェ エー ン を 担い 得る 大 企業 と の 連携 を 促進 し 、 
事業 化 の 加速 を 支援 し て いま す 。 


東京 証券 取引 所 に て 行わ れ た ケイ ファ ー マ の 上 場 記念 式典 
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グロ ー バ ル な 共 創 に よる 
社会 課題 の 解決 が 
企業 の 競争 力 の 源泉 に 繋が る 


現代 社会 が 直面 する 課題 は 複雑 で 、 持続 可能 な 社会 
を 実現 する た め に は 、 個 社 に 留まら ず 国 境 を 越え た さ 
ま ざ ま な パー トナ ー と の 共 創 が 不可 欠 と 感じ ます 。 
私 た ち は シ ン ガ ポー ル を 戦略 的 拠点 と し 、 ICMG 共 
創 フ ァ ン ド な ど と 協 働 す る こと で 、 東南 アジ ア を は じ め 
と し た グロ ー バ ルイ ノ ベ ー シ ョ ン エ コシ ステ ム を 活用 し 
た プロ ジェ クト を 実行 し 、 日 系 企業 の 共 創 活動 を リー 
ド し て いま す 。 直近 で は 、 A*STAR と MOU を 締結 

し 、 日 本 と シン ガ ポ ー ル の 最新 技術 を 活用 し た グロ ー 
パ バル な 社会 課題 の 解決 を 目指 す 取 り 組み に も 着手 し 、 
日 々 エコ シス テム を 拡大 し て いま す 。 
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羽田 大 樹 
ICMG Partners Director 
元 b8ta Japan COO 


シン ガ ポ ボー ル の 政府 機関 A*STAR I?R Acting Executive Director Dr. Sun Sumei と ICMG Group の メン バー 
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Co-creation for Society 


テ ジ タ ル グ ロ ー パ バル イノベーション を 加速 する 


シン ガ ポ ー ル 政府 機関 人 *STAR's IIR と ICMG Group に て MoU 締 結 


これ まで 日 本 産業 の 要 で ある 製造 業 を 中 心 と し た 日 
本 企業 へ の コン サル ティ ング サー ビス や 、 グロ ー パ ル 
戦略 立案 な ど 包 括 的 支援 を し て きた ICMG Group 
と し て 、 社 会 に と つて 本 質 的 に 意義 の ある 価値 を 創出 
し 、 実 行 する 力 を より 一 層 向 上 させ る た め 、 シ ン ガ ボー 
ル 政 府 の 研究 機関 で ある A*STAR's Institute for 
Infocomm Research (以下 I2R。1 Fusionopolis 
Wy, Singapore) と 、 日 本 企業 向け の 新た な デジ タル ・ 
ソリ ュー ショ ン の 開発 に つい て MOU を 正式 締結 し ま 
し た 。 


IR は 、 Al や デー タ 分 析 、 ロボ ポッ ト ソ フト ウェ サイ 
バー セキ ュ リ ティ な どの ソフ トウ ェ ア 開 発 を する 「 技 術 
力 」 や 政府 系 機関 と し て の ネッ トワ ー ク を 活か し た 実 
環境 で の PoC か ら 商 業 化 を 加速 させ る 「 推 進 力 」 を 
強み と し て お り 、 それ ら を 我々 ICMG Group の 

「 顧 客 基 盤 」 や パー トナ ー と 実 ビ ジネス を 創り 上 げ る 

「 実 行 力 」 を 掛け 合わ せる こと で 、 日 本 企業 の グロ ー 

パ バル イノ ベー ショ ン 、 新た な 社会 価値 の 創出 を 加速 さ 
せる こと が で きる と 確信 し て いま す 。 


を i. i ta 图 
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A*STAR の ロボ ティ クス ラボ に て 技術 ディ スカ ッ シ ョ ン 
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また 、 日 本 の 製造 業 の 多く が モノ 売り か ら コ ト 売 り へ 
と 転換 し 、 デジ タル を 活用 し た 新規 事業 や 既存 事業 
の パリ ユー アッ ブ を 推進 し て いく た め 、 デジ タル 人 材 を 
獲得 し て いき た いと 考え る 一 方 、 優秀 な デジ タル 人 
材 を 獲得 する こと は 人 材 の 市 場 価値 的 に も 、 人 材 の 
流動 性 的 に も 年 々 難易 度 が 上 が つて いま す 。 同様 に 、 
既存 事業 に 追わ れ 新規 事 業 の 予算 を 思う よう に 確保 
で き て いな いよ うな 企業 に と っ て は 、 必要 十分 な 研究 
開発 の 費用 を 捨 出 する こと が 難し い 状 況 で す 。 


その 点 に お いて も 、 PR の よう な 優秀 な デジ タル 人 材 、 
グロ ー バ パル 人 材 が 集い 、 政府 系 機関 と し て 補助 金 な 
ど を 潤沢 に 活用 で きる 研究 機関 と 連携 し 、 自社 の リ 
ソー ス に 依存 せ ず に 外部 の リソー ス や ケイ パピ リティ 
を 上 手 く 活用 する こと は 、 日 本 の 製造 業 に と っ て 大 変 
重要 な アプ ロー チ で す 。 


船橋 光 
ICMG IC 共 創 推進 グル ー プ 
IC Director 


AXSTAR I?R Acting Executive Director Dr. Sun Sumei 
ICMG Group, Group CEO 船橋 仁 


グロ ー バ ル 戦 略 を 徹底 議論 
シン ガ ポ ー ル One Week Program 


One Week Program は 、 顧客 が グロ ー バ ル に 実現 し 
た い 未 来 を 実現 する た め の エ コシ ステ ム を 構築 する こ 
と を 目的 と し た プロ ジェ クト の 一 環 と し て 実施 し まし た 。 
某 大 手製 造 業 メー カー の エグ ゼクティ ブ メ ン バ パー と 共 
に シン ガ ポ ー ル に 赴き 、 現地 の 活気 や イノ ペー ショ ン 
推進 の た め の 仕 組み 、 グロ ー パ ル 且 つ ハ イレ ベル な 人 
材 が 集い 育つ 環境 を 体感 し た 上 で 、 シンガポール と い 
う 地 を 活用 し た グロ ー バ ル 戦 略 を 議論 し まし た 。 プ ロ 
グラ ム の 中 で は 、 ICMG Group の シン ガボール メン 
パ バー に よる 、 東南 アジ ア や イン ド を どの よう に 位置 づけ 


活用 し て いく べき か と いつ た 講義 か ら 、BLK71 (シン 
ガ ポ ー ル の スタ ー ド アッ ズ VC、 大 学 ア タ セ ラレー ター 
な ど が 集う イン キュ ペー ショ ン 施 設 ) の 訪問 、 さ ら 

に は より 具体 的 な グロ ー バ パル 戦略 を 議論 する た め に 
EDB (経済 開発 庁 ) や NUS Advanced Robotics 
Center, I?R (A*STAR's Institute for Infocomm 
Research) な ど 各 機関 の 信頼 で きる パー トナ ー と 議 
論 す る 「 場 」 を 設け る こと で 、 シ ナジ ー が 加速 する きっ 
か け に な り ま し た 。 


One Week Program の その 後 


その 後 、 某 大 手 メ ー カ ー と PR そし て ICMG Group 
の それ ぞ れ の ノウ ハウ や リソー ス 、 ネ ットワーク を 活 
用 する こと で 、 事業 の 共同 開発 を 進め て いま す 。 特に 
PRIA, 政府 系 機関 と いう こと も あり 影響 も 大 きく 、 
商業 化 に 向け て も 非常 に 魅力 的 な パー トナ ー を 紹介 
し て いま す 。 ICMG Group と し て は 、 各 パー トナ ー と 
の 関係 構築 や 交渉 な ど を 含め 、 顧客 の ニー ズ を 


し つか り と 洲 み 取り な が ら プ ロジ ェクト を 推進 し て いく 
こと で 、 あ ら ゆ る ステ ー ク ホル ダー が 有機 的 繋が る 場 
の 創出 を 目指 し て いま す 。 


今後 、 シ ン ガ ポー ル で の PoC を 1 つの マイ ルス トー 
ン と し て 、 その後 の 商業 化 、 そ し て その 他 東 南ア ジア 
や イン ド 、 中東 と いっ た 地域 を 越え た エコ シス テム の 


構築 へ 、 引き 続き 尽力 し ます 。 而 


意志 の 力 と は 
見 えな い 未 来 を 見 る 力 で ある 


知 的 資本 経営 の 実践 に は 、 見 え ざ る も の を 見 よう と 
する 「 意 志 」 と 「 思 い 」 が 欠か せま せん 。 それ ら が 揃 
うこ と で 、 人 、 社 会 、 そ し て 企業 に 本 質 的 な 価値 を 生 
み 出 すこ と が で きる の で す 。 企業 人 で ある 前 に 、 あな 
た は 一 人 の 人 間 と し て どう あり た いか 。 だ か ら 今 、 何 
を する の か 。 その 解 を 自ら の 言葉 で いか に 伝え られ る 
か が 重要 で す 。 着 飾る こと を や め 、 頭 と 心 と 腹 を 繋げ 
て いく と 、 言葉 に 血 が 通い 、 広く 社会 に 伝わる 共感 を 
呼ぶ こと が で きる 。 私 た ち は こ れ か ら も ずつ っ と 「 教 える 」 
の で は な く 「 気 づき 」 を 生み 出す こと で 、 個 と 組織 を 
覚醒 させ 、 そ こ か ら 目 覚め た リー ダー た ちと 共に 、 
この 世界 と 向き 合 つ て いき ます 。 


48 


(hed 4 l 
だ * すす いせ 


( 


A 


ICMG Group の IWNC が リー ド す る 厳冬 期 の モン ゴル で 行わ れる リー ダー シッ ププ ログ ラム 


Human 
Capital Creation 


石川 博久 
ICMG 取締 役 副 社長 
IWNC 代表 取締 役 社長 
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Human Capital Creation 


より 社会 に と っ て 価値 ある も の を 
Willpower リ ー ダ ー の 上 巣立つ 場所 


Future Center Academy (以下 、 FCA) は 「 リ ア 
ルビ ジネス で 成果 を 出せ る リー ダー を 意 出 する 」 こと 
を 目的 に 、 各社 か ら 選 抜 さ れ た Willpower リー ダー 
が ビジ ネス 上 の リア ル テ ー マ を 持ち 込み 「 自 身 、 自 
社 の 価値 の 源泉 は 何 か 」 に つい て 洞察 を 重ね 、 実務 
家 コ ー チ が 半年 間 伴走 し て 成果 を 出す プロ グラ ム で 
す 。2023 年 度 は DX・SX・GX の 社会 価値 創造 を 
さら に 踏み 込ん で 実現 する た め 、 当 プロ グラ ム の 卒 
業 生 と の 対話 セッ ショ ン を 加え 、 これ まで 以上 に 共 
創 を 意識 し た 場 を 創り あげ まし た 。 また 自己 探求 を 通 


じ 「 真 に 成し遂げ た いこ と は 何 か 」 に 向き 合う こと で 、 
圧倒 的 な 当事者 意識 を 備え る こと も 成果 の 一 つ で す 。 
参加 者 か ら 「 誰 か が 会 社 を 変え て くれ る の を 待つ の 

で は な < く 、 自 分 が 会 社 を 変え て いく の だ と 意識 が 転換 
し まし た 。」、 「 実現 で きそう だ か ら と いう 理由 で は な く 、 
社会 に と つて 価値 の ある 目標 を 立て る 人 間 に 変 わり ま 
し た 。」 と の 声 も あり ます 。 今後 は この よう な リー ダー 
が 、 地域 の Willpower を 持つ リー ダー を 束ね 、 社 会 
価値 の 創造 へ 大 きく チャ レン ジ で きる よう 、 FCA の 

場 を 各地 へ 拡げ ます 。 


誰か が 会 社 を 変え て くれ る の を 
待つ の で は な く 、 目 分 が 会 社 を 変え て 
いく の だ と 意識 が 転換 し まし た 。 


Future Center Academy で の ダイ アロ グ 風 景 
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小城 武彦 
ICMG 社外 取締 役 
九州 大 学 ビ ジネス スク ー ル 教授 


国 も 地域 も 超え て 生ま れ た シナ ジー で 
本 質 的 に 意義 ある ビジ ネス を 創る 


Global Leader Training ( 以下 、 GLT) は 、 海外 を 
舞台 に 自身 の 軸 を 磨き 、 新 事 業 を 構想 する プロ グラ 
ム で あり 、 9 期 に 渡り 135 名 の グロ ー バ パル リー ダー を 
募 出し て きま し た 。 自社 単独 、 且つ 国内 市 場 で の 持続 
成長 が 難し い 事 業 環境 に ある 日 本 企業 の 次 世代 リー 
ダー 層 を 対象 に 「 世 界 で 勝つ 」 リー ダー と し て の 自分 、 
そし て 事業 開発 の 実践 智 を 高め ます 。 


ICMG Group の 共 創 ファ ンド 出資 先 な ど グ ロー パル 
な 関係 資本 を 最大 限 活 用 し 、 プ ログ ラム パー トナ ー 
や 活動 舞台 の 選定 は 毎回 カス タム メイ ド で 行い ます 。 
今年 度 は 私 た ちの 社会 実装 の 地 で も ある フィ リピ ン ・ 


ICMG Group と 東京 電力 の JV で ある CleanGrid Partners が マイ クロ グリ ッ ド を 


建設 し た フィ リピ ン パ ラワン 島 の サバ ン に て ビジ ネス 検討 


パラ ワン 島 (8 期 ) と 、 GDP・ 市 場 成長 で 世界 を 
魅了 する イン ド 市場 (9 H) を 舞台 に 4 社 の 他 流 形 
式 で 新 事業 を 構想 し 、 その 過程 で 圧倒 的 な リー ダー 
シッ プ を 磨き 込み まし た 。 特に イン ド で は 、 ゼロ か ら 
パー トナ ー 発 掘 ー ビ ジネス 共 創 に チャ レン ジ 。 現地 
で の 経験 か ら プ ログ ラム 終了 後に 自社 の 海外 展開 
に 携わる グロ ー パ ルリ ー ダ ー が 生ま れ て いま す 。 リア 
ルビ ジネス の 最前 線 で 、 社 会 に と つて 本 質 的 に 意義 
ある 課題 解決 に 向け 、 会社 や 地域 を 超え た ビジ ネス 
共 創 の きっ か け を 創る 体験 と 知見 の 獲得 こそ 、 GLT 
最大 の 魅力 で す 。 
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Human Capital Creation 


リー ダー シッ ププ ロジ ェクト 卒業 生 の 声 


大 手 イ ン フラ 企業 「 次 世代 経営 者 育成 プロ グラ ム 」2018 年 度 卒業 生 


和 括り つづ ける 、 そ れ が 自分 だ か ら 


私 は 2015 年 か ら 続い て いる 次 世代 経営 者 育成 プロ 
グラ ム に 第 4 期生 と し て 参加 し まし た 。 最終 発表 会 で 
は 、 ピッ トコ イン マイ ニン グ 装 置 を 用 いた 余剰 電力 の 
仮想 通貨 へ の 変換 を 軸 と し た 事業 構想 を プレ ゼン し 、 
紅 奈 曲折 を 経て 、 昨 年 こう し て 事業 会 社 と し て 実現 
し まし た 。 


私 は 昔 か ら 負 けず 嫌い な の で 、 や る べき と 思っ た ら 上 
の 人 に も どん どん 進言 し 、 闘っ て いく タイ ブ 。 そん な 
私 に ICMG Group の コー チ や チー ム の 仲間 た ち は 
手 を 焼き つつ も 、 私 の 夢 の 話 に と こと ん 付き 合い 、 
共に 磨き あげ て くれ まし た 。 この プロ グラ ム が な けれ 


立岩 健二 氏 
株 式 会 社 ア ジャ イル エナ ジーX 
代表 取締 役 社 長 


京都 大 学 で 原子 力 を 専攻 し た 後 、1996 年 大 手 イ ン フ ラ 
企業 に 入社 。 新 型 原 子 炉 の 安全 設計 等 に 従事 。2004 年 
スタ ン フ ォ ー ド MBA 取 得 。 セ グ ウ ェ イ シェ アリ ング 事業 、 
海外 原子 力 事 業 に 続く 、3 度 目 の 新規 事業 提案 の 結果 、 
株 式 会 社 ア ジャ イル エナ ジーX を 2022 年 8 月 に 東電 の 社 
内 ベン チャ ー と し て 設立 し 、 代 表 取 締 役 社長 に 就任 。 
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ば 間違い な く ア ジャ イル エナ ジー X 社 は あり ませ ん で 
し た 。 あの 時 、 公募 に 思い 切っ て 手 を 挙げ て 、 

そし て プロ グラ ム 中 も 腐ら ず 丸 ま ら ず 、 和 失 り を 磨き 続 

け て 本 当 に 良かっ つた 。 日 本 の エネ ルギー の 未来 を 担 

う 人 間 と し て の 覚悟 と 誇り を 持つ て 、 これ か ら も 行動 

ある の み で す 。 


一 緒 に 日 本 の エネ ルギー の 未来 を 創る 志 を 持つ 方 、 
ぜひ お 気軽 に ご 連絡 くだ さい ! 


2024 SEZ she ron. « a 


A 
— 
S A 


b- = 
a 2 E A - 
厳冬 期 の モン ゴル で 各界 の リー ダー 人 達 が 自己 内 省 す る 風景 


厳冬 期 の モン ゴル で 自分 の 本 質 を 見 つけ 出す 


園 怖 の 意 を 覚え る ほど の 大 自然 に 身 を 置け ば 、 思考 
は 自ずと 内 面 に 向かう も の 。 私 た ち が 「 軸 の 探求 」 
プロ グラ ム を 厳冬 期 の モン ゴル で 実施 する 理由 は こ 
こ に あり ます 。 人 参加 者 は それ ぞ れ の 業界 を 牽引 する 
リー ダー た ち 。 これ まで 自分 は どん な 視点 で 物事 を と 
ら え 、 判 断 し 、 行 動 し て きた の か 。 内 首 と 対話 か ら 浮 


M 


八木 洋介 
ICMG Group 
IWNC 取締 役 会 長 


As 


D 


a 
E M 


か び 上 が る の は 人 生 の 忘れ られ な い 記 憶 。 それ ら を 
手掛かり に 自分 らし さ を 綱 く 軸 を 掴み に いく セッ ショ 

ン が 続き ます 。 見 渡す 限り の 雪原 で 、 モン ゴル 馬の背 
で 、 遊牧 民 た ち 暮らし が 息づく ゲル の 中 で 。 少し ずつ 
繋が っ つて いく 気づき の 糸 を 手繰 りな が ら 、 自分 と 向き 
合い 、 言葉 を 紡ぐ 深い 時 間 。 そこ か ら 生 まれ た 「 リ ー 
ダー シッ プ 宣 言 」 は 、 自ら へ の 誇り を 込め た コミ ッ ト 
メン ト で あり 、 仲間 た ちと の 絆 の 産物 で も あり ます 。 こ 
こ で の 体験 は 「 一 生 忘 れ ら れ な い 」 と 誰 も が 口 に す 

る エピ ソー ド 記 憶 と な り 、 彼ら は 自ら を リー ド で きる 真 
の リー ダー と な っ つて 、 未来 へ の 一 歩 を 踏み 出し て いき 
ます 。 


RY “ay 八 ) 


IWNC 


Inspiring Breakthrough Results 
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ICMG Group の 価値 提供 
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私 た ちの 仕事 は 
生き た 作品 と し て 人 々 の 生活 や 
仕事 に 活か され て いる だ ろう か ? 


私 た ちの 取り 組み は 
広く 社内 外 ス テー ク ホ ル ダ ー に 
共感 じ て も ら え る だ ろう か ? 


私 た ちの 会 社 は 
自社 の 収益 を 超え て 
社会 価値 を 生み 出せ る だ ろう か ? 


私 た ち は 、 組織 を 越え て 
自由 開 達 に 意見 を 交わ し 
新しい 価値 を 生み 出せ る だ ろう か ? 


私 た ち は 圧倒 的 当事者 意識 と 

強い 意志 力 (Willpower) 

を 兼ね 備え た 次 世代 を 担う 事業 家 
グ 経 営 者 を 輩出 で き て いる だ ろう か ? 


私 た ち は 未 来 に 向け て 、 
社会 に と つて の 価値 の 源泉 
(本 質 的 な 価値 ) 

を 捉え られ て いる だ ろう か ? 


社会 価値 共 創 ・ 実 装 
社会 共通 善 の 実現 ・ 社 会 課題 の 解決 に 向け た 共 創 と 社会 実装 
e [Digital Transformation」「Social Transformation」「Green Transformation 
e ICMG Next, ICMG Digital 
e ICMG Impact, Greenway Grid Global, TEPCO i- フロ ン テ イ アズ , 
富士 山 フ ュー チャ ー セ ンタ 
e Global Thermostat Japan 


パー パス ・ 戦 略 フ ォ ー カ ス デ ザイ ン 

「 企 業 の 存在 を か けた 社会 価値 」 の 描き 出し ・ 言 語 化 と 展開 
e パー パス デザ イン ・ 浸 透 

e Navigator デザ イン 


価値 創造 スト ー リ ー 

パー パス 実現 に 向け た 確か な 歩み の スト ー リ ー 化 と 発信 
e パー パス ブッ ク 

e 価値 創造 スト ー リ ー : 統合 経営 、 統合 報告 


共 創 ・ イ ノ ベ ペー ショ ン 

価値 創造 の 源泉 x 共 創 の 社会 価値 創造 ・ 企 業 変革 を 実現 する 

・ 未来 共 創 : 世界 ・ 日 本 ・ 地 域 ・ 企 業 に と っ て の 本 質 的 な 課題 解決 

未来 共 創 型 コ ン サ ル テ ィ ン グ 

・ 共 創 x 投 資 に よる イノ ベー ショ ン : 大 企業 の アイ ディ ア 創 出 一 事業 化 まで の 事業 開発 の 
プロ セス 化 、 お よび 必要 な パー トナ ー・ 技 術 の 補完 に よる 新 市 場 ・ 新 領域 開拓 

・ 共 創 ファ ンド : 日 本 お よび アジ ア 有 イン ド の スタ ー ト アッ プ へ の 投資 と 、 

日 本 の 大 企業 と の 共 創 推進 
・ 企 業 変革 コン サル ティ ング : 知 的 資本 を 枠 子 に し た 経営 改革 ・ 成 長 戦略 ・ 
M&A の デザ イン と 実践 


共 創 x 人 的 資本 

Future Center 活動 に よる 、 組織 ・ 地 域 を 越え た 社会 価値 の 共 創 
e Future Center Academy 

e Global Leader Training, One Week Program 

* 戦略 人 事 マ ネジ ャ ー 塾 

* 共 創 の 会 、Willpower リー ダー の 会 


智 と 軸 の リー ダー シッ プ 
社会 価値 を 創出 する 企業 変革 を 導く Willpower を 持ち 、 
次 世代 を リー ド す る 圧倒 的 な 当事者 意識 と 実践 智 あ る 真 の リー ダー の 章 出 


知 的 資本 の 見 える 化 

値 創造 の 源泉 と な る 知 的 資本 の 可視 化 

e IC Rating® (Intellectual Capital Rating : 知 的 資本 評 人 
e |C Rating® Lite 


= 


= 
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ai 


Willpower の 森 価値 
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Purpose 
宇宙 ・ 地 球 社会 地域 社会 共通 療 世界 中 の 意志 ある 仲間 と 未来 を 共 創 する 経済 ・ 企 業 資源 ・ 環 境 


—— Outcome 


人 的 資本 か ら の 価値 創造 と 、 社 会 価値 の 共 創 を グロ ー バ ル 標 準 の 価 


Intellectual Capital M t f= Di Desi Deli Discl 
ntellectual Capital Management 知 的 資本 経営 の 実践 iscover | Design | Deliver | Disclose aie AAEE SHERE s ERRA 


& 5 = — E ON 
| ・DX、SX、GX の 各 テー マ の 社会 実装 の 推進 | 
i 6 Willpower の 森 ・ 経営 者 ・ 実 務 家 と の 社会 共通 善 価値 創造 ダイ アロ ー グ 
Future Center 組織 ・ 地 域 を 超え て 、Willpower を 持つ 仲間 が 集い 、 繋 が り 、 共 創 する ・ Leadership, Innovation, Investment, Future Center の 各 取 り 組み に お ける 
l l 7 a Ore j Willpower リ ー ダ ー の 育成 と 巻き 込み 
| ・Willpower を 持つ 経営 ・ ト ツ プ マネ ジメント と の 共 創 実践 、 共 感 
人 的 資本 か ら の 価値 創造 e DX、SX、 さこ ` O eae p 
Leadersh ip 社会 価値 を 創出 する . ADE EED DiN EE EAE E し た 、 戦 略 人 事 プ ログ ラム 、 
企業 変革 に 導く Willpower を 持つ 真 の リー ダー を 墓 出す る コー ポレ ー ト ユニ バー シテ ィ プ ログ ラム 


ーーーー Value Creation —— | Output 


e Leadership Journey@ モ ン ゴ ル の 定期 開催 


顧客 ・ パ ー ト ナー 基盤 : 592 社 人 材 育 成 プ ログ ラム 卒業 生 : 3 万 人 + ファ ンド 投資 先 : 41 社 DIC Willpower リー ダー : 43 人 
社会 共通 善 、 Willpower OF, 知 的 資本 経営 に 共感 し 、 共 創 を 実践 する 企業 数 自ら の Willpower に 気づき ・ 高 め 、 パ ー パ ス に 基づい て 会 と 企業 に と っ て 本 質 的 に 意義 の ある 自ら の Willpower に 基づき 、 パー パス アジ ェ ン ダ の 実践 ・ 
・ 実 行 プロ ジェ クト に お ける 確か な 成果 (Output, Outcome 創出) PET De I I Ie she OVE SUM 提供 価値 の 創造 を 実践 する ICMG Group に お ける リー ダー 数 
・ 社 会 共通 善 を 実現 する 具体 的 テー マ に 関す る 経営 考 ・ 実 務 家 ダ イア ロー グ p Umem TET 7k, eee Saar oturen A Sa mY SBIR a a! 

= 。 顧客 ・ パート ナー 基盤 の 拡大 関係 性 進化 に 資す る DX 推进 * Future Center ee * 東南 アジ ア の スタ ー ト アッ プ 投 資 * パー/ NE : HSIN tg N 

* Global Leadership Training 手 挙げ 式 アサ イン に よる Willpower 発揮 ・ 進 化 の 機会 
a グル ー プ . 関連 会 社 : 21 社 ・ 戦略 人 事 マ ネジ ャ ー 塾 場 (BA) : 18 箇所 ・ 経営 経 験 者 に よる ビジ ネス コー チン グ 

— Willpower の 森 の 構想 ・ 実 践 を 推進 する 、 0 共 創 を 構想 ・ 実 践 する 舞台 と な る 場 (BA) OX Willpower の 森 デ ザイ ン & ダ イア ロー グセ ッ シ ョ ン : 19 回 
Willpower と 知 的 資本 を 持っ た 共 創 の 中 心 と な る 企業 数 ・ 各 地域 ・ 拠 点 の リー ダー と の Willpower の 森 に つい て の ダイ アロ ー グ ICMG Group メン バ 自 ら の Willpower と エン ゲー ジメント を 高め る 機会 の 数 
・ パー パス アジ ェ ン ダ の 実践 に 向け た JV・ 会 社 の 設立 ICMG Next, 富士 山 フ ュー チャ ヤー セン ター 設立 ) * リー ダー シッ ププ ログ ラム 、 ICMG Group オフ サイ ト で の 活用 e ICMG Group Leadership 合宿 @ 富 士 山 麓 
MINMI 0 し ・ 新 た な テー マ を 持つ 地域 の 開発 を 通じ た BA づく り ・Future Center, オフ サイ ト で 自ら の Willpower を 自分 の 言葉 で 語り 、 
© 知 の 交換 に よる 新しい 価値 創造 の 方 法論 の 開発 共感 ・ 共 有 し 合う ダイ アロ ー グ の 定期 開催 
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Willpoer の 森 価 値 創造 の 歩み 


2001 


10 月 
知 的 資本 の 測定 ・ 向 上 コン サル ティ ング を 開始 


Intellectual Capital Sweden(ICAB 社 ) 保有 の 知 的 資本 


可視 化 手法 (IC Rating@) 独 占 ラ イセ ンス 締結 


2002 


2 月 
経済 産業 省 「 知 的 資本 に 関す る 調査 研究 」 受 旗 


2003 


4 月 
日 立 製作 所 と 戦略 的 提携 を 行い 、 企 業 変革 支援 開始 


2004 


9 月 
経済 産業 省 「 知 的 資産 と 企業 価値 に 関す る 研究 会 」 運 営 
受託 (座長 ) 


2005 


5 月 

産業 再生 機構 (当時 ) 傘 下 の 再生 案件 受託 

10 月 

経済 産業 省 「 知 的 資産 経営 の 開示 ガイ ドラ イン 」 
策定 を 支援 
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2006 


10 月 
証券 取引 所 に よる 上 場 企業 へ の 経営 診断 サー ビス を 受託 


2007 


9 月 
ファ ンド の 投資 先 企業 へ の 経営 力 調 査 を 受託 


2009 


3 月 
本 社 を 東京 都 生 代田 区 内 幸 町 に 移転 
11 月 


ICAB 社 より IC Rating@ ラ イセ ンス と 
海外 パー トナ ーネット ワー ク 取 得 


2010 


3 月 
ICAB 社 を 子会社 化 (100% 出 資 ) 


2011 


6 月 

ICMG FINANCIAL SERVICES 

( 現 ICMG Pte Ltd) 設 立 ( 本 社 : シ ン ガ ポ ボール) 
10 月 
株 式 会 社 ア クセ ル か ら 株 式 会 社 |CMG へ 社名 変更 


2012 


1 月 
ICMG Consulting India 設 立 ( 本 社 : イ ンド ・ パ ン ガ ロー ル ) 
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2013 


1 月 
北京 ICMG 資 調 有限 公司 設立 (本 社 : 中 国 ・ 北 京 ) 


1 月 
企業 の 「 経 営 」 と 「 業 務 ・IT」 
の 連動 コン サル ティ ング を 目的 と し た M&IT 株 式 会 社 設 立 


TH 


2015 


7 月 
ICMG USA 設 立 ( 本 社 : 米 国 ・ シ リコ ン パ レー) 


2017 


9 月 
東京 電 カ エナ ジー パー トナ ー と の 合弁 全社 
TEPCO 〇 Oiー フ ロン ティ アズ 株 式 会 社 設立 


7 月 
東京 電 カ パワ ー グ リッ ド と 中 部 電力 お よび 当社 と の 合弁 会 社 
Greenway Grid Global 設立 (本 社 : シ ン ガ ポー ル ) 


2019 


1 月 

東京 二 カ パワ ー グ リッ ド と 当社 の 合弁 会 社 CleanGrid 
Partners Pte Ltd 設 立 ( 本 社 : シ ン ガ ポー ル ) 

11 月 

UNDP Global Centre for Technology, 

Innovation and Sustainable Development 

と の アジ ア に お ける SDGs イ ノ ベ ー シ ョ ン の 加速 に 向け た 戦略 
提携 契約 締結 (ICMG Pte Ltd) 
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2020 


2 月 
本 社 を 東京 都 干 代田 区 丸の内 に 移転 し 、 
新 本 社 「Future Center Tokyo」 を オー プン 


2021 


5 月 
日 本 空港 ビル デン グ 、 羽 田 未 来 総合 研究 所 、 
きら ば ぼ し 銀行 と 「ICMG 共 創 フ ァ ン ド 」 設立 


2023 


2 月 

ICMG Digital Pte Ltd 設 立 (本 社 : シ ン ガ ポー ル ) 
5 月 

株 式 会 社 ICMG Digital 設 立 (本 社 : 東 京 ) 

7 月 

米国 Global Thermostat 社 と 当社 と の 合弁 会 社 


Global Thermostat Japan 設 立 (本 社 : 東 京 ) 


2024 

15 

株 式 会 社 ICMG Next 設 立 (本 社 : 東 京 
25 


ICMG Talent Development Pte Ltd 设立 

(本 社 : シ ン ガ ポ ボール) 

株 式 会 社 ICMG Impact 設 立 (本 社 : 東 京 ) 

5 月 

株 式 会 社 富士 山 フ ュー チャ ヤー セン ター 設立 (本 社 : 山 梨 ) 
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Group CEO か ら の メッ セー ジ 


私 た ちの 行動 規範 


Beyond Partners’ Expectations 


2000 年 の 創業 か ら 24 年 間 を 経て 、 2023、 2024 
年 は ICMG Group に と っ て 大 き な 転 換 期 と 位置 付 
け 、 大 胆 な 事業 拡大 、 経営 マネ ジメント の 後継 者 育 
成 を 基礎 と し た 老 壮 青 チ ー ム で の サク セッ ショ ン に 
チャ レシ ンジ し て いま み 


その 意欲 を か き 立 て る の は 、 「 社会 に と っ て 価値 ある 


も の を 実装 する 」 と いう 意志 の 力 (Willpower) で あり 、 


表 さ ま か ら の 期待 が 社員 一 人 ひと り の リー ダー シッ プ 
の エン ジン と な つて いま す 。 


コン サル ティ ング か ら 始 め た ICMG Group は 、 
確か な 実績 の 積み 重ね を 糧 に 、 次 の 時 代 の 確か な 


成果 へ 向け て 、Design, Digital, Architecture 
な どの 多彩 な タレ ント が 集う Future Center そし て 
Willpower の 森 を グル ー プ と し て 形成 し て いま す 。 


そし て 、 この 活動 は 、 官民 連携 や 都市 と 地方 を 繋ぐ こ 
と に より 、 多様 な ステ ー ク ホル ダー と と も に 、 事業 の 
収益 向上 (財務 アウ トブ プッ ト ) は も ちろ ん の こと 、 社 
会 に と っ て 確か な 成果 ( 知 的 資本 価値 、 ア ウト カム ) 
を 生み 出し て 参り ます 。 


皆さま か ら の 期待 を 超え る 存在 で あり 続け る た め に 、 
自分 自身 へ の 期待 を 超え る こと を 問い な が ら 歩 ん で 
参り ます 。 


船橋 仁 

ICMG Group, Group CEO 

ICMG 取締 役 会 長 

富士 山 フ ュー チャ ー セ ンタ ー 長 兼 ガー デ ナ ー 


入 和 


Intellectual Capital 
Management for 
Sustainable Growth 


ICMG Group 
ICMG Holdings Pte Ltd 


住所 〒 100-0005 
東京 都 千 代田 区 丸の内 2-1-1 
明治 安田 生命 ビ ピル 11 階 


発行 責任 者 

ICMG Group 

総合 監修 

ICMG 執行 役員 

Intellectual Capital Management Promotion 


登 内 大 輔 


デザ イン 監修 

ICMG Next 

Vice President Experience, 
Product and Service 
Ashley Szukalski 
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